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育方法の開発(基盤研究A 代表新道幸恵)2班 第2回会議報告 京都
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年齢 在胎遇致_ 分娩所要時間 総出血量 出生体重(g) _AP1分鼓 AP5分後(読) _(追) (時間) _(g) (点) (点)
初産婦n=124 -平均値 27.8 ~39.7 17.4 543.6 ･3022.5 8`.8 9.6SD 44 11 22 378,2 3506 --:0 ∴0
経産婦n=102 平均値 31.3 39.5 7.4 455.6 3ー04.7 8.7 9.6SD 46 11 58 2843 355 06 05























初産婦n=124 28(12.4) 52(23:0) 55(24.3)
琴産婦n=102 14(6.2) 44(19.5) 35(15.5)










年齢(逮) 在胎退散(過) 分娩所要時間(時間) 稔出血Jt(g) 出生体重(g) AP1分後(点) AP5分後(点)
初産婦n=55 平均値 28 40 17.9 839.5 3054 8.6 9.5SD 4.8 ･ 12 388.6 317.7 0.9 0.6
経産婦n=35 平均値 32 ∴39.6 .8.4 780.4 3123 8.7 9.7SD 4.8 1.1 8 225.3 332.9 ･0.6 0.5







初産婦n=124 65(28.8) ∴ 39(17.3) 20(8_8)
経度婦n=ー02 44(19.5) 27(1~1.9) 31(13.7)


























































初産婦n=20 平均値 28.3 39_4 14.9 591.4 2947_3 8.9 9.6SD 5 1.1 87 3688 403.5 07 ■05
経産婦n=2 平均値 27 -39.5 10.2 169.5 2881 8 9SD- 5. 06 9 983 39-.5 ､0 ′0





表7 継 続 事 例 初 産 婦 ･経 産 婦 別 分 娩 様 式
n≡23件 数(%)
自然分娩 吸引分娩 - 帝王切開術
初産婦n=21 19(82.6) ※ー (ー4.3) *1(4.3)
経産婦n=2 2(8.7) 1._0(0) 0(0)
※継続事例だが介助はしていない
異常分娩についての比率は表8に示すとおり､-早期破水･前期破水は5例








表8 継 続事例初産婦 ･経産 婦別異 常分娩
n=22件 数(%)
早期破水 & ~会陰.達壁.~､ 総出血量
前期破水 頚 管 裂傷 500g以上
初産婦n=20 5く22.7) 10く45.5) 12く54.5)





要時間は 14.9±8.7時間(最小 5.7,最大 35.6)､平均総出血量は 591.4±368.8g(最






















































A ほぼ一人でできる B 少しの指導でできる C かなりの指導が必要である D
指導を受けてもできない




























































































































































項目 評 価 内 容 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
例数



































































A ほぼ一人でできる B 少しの指導でできる C かなりの指導が必要である D 指
導を受けてもできない














































黶@　烏■■■　　　　　　、0．54 0．50 0．59@　　　　　0　　5 0．49 0．44 054
0500．51 033 0．49
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El2 分 娩 の - 始 をI■■宇1簿 る
2_50.01 {) 上.′U2.35 2.36 2.40 _●●■
___ __2.'.1.7.._.三._0.7.I.i_t'デi'ヲ=-1'1-ニ _ _ ー - I - 学 生 平 均 仕
1.64 . I.::.-.I.'二;1'1 て =r -1忘 , … ー 2.13 日 8 - - 学 生 舛 牽 価.-._ 1.2_... ___-
1I,一 一 二 / 1.53 . 1.60 ...- 相 中 者 平 均 .A
0.61 1-13 0.62 0.63 U .′U ns6 0.63 0.60














Eqa 内 一■l=よる- 断 カ 1ー清 る -
3.00_25○10_1平価 .
i-1ヲ `.` 一 - .一一 学 生 平 均 価1○′､ 1.90 1-95_■●■●●●●●
1.57 1.67.., _....,_..; 二 二 二 二 二 二 1'1'5'.=.--1T,=r2-07 - .- 学 生 何 重 仕
1.o_0._.-.1二 = = .='I七 ,T 1-59 1.60 ......指 柵 平 均 価
-- ー~ ▲,⊥qon.8.9, 1.05 上 :竺 出 0ー:ヲO-少も-_ 0.45 nーハ_1 48 - 相 中 者何基仕


















tZl4 分 娩 の 遭 行 状 況 申 JPI断 が できる
3ー0025_10SO〇一評 価 .
2_14 2.15 .-.-- 学 生 平 均 値
. I,_ . 1, .,( ..-~ _一一 一 ___l-三℃i=一 1_85 _ . 只,
-_.=1-i.i.i-i.i-1-={8 ▲~'一 ---T 1-57 ....-- 指 中 春 平 均 値
10-Oa _ 二.'= _S空_ご ⊥ 0-46 0-55 0.51 0.49 0一.0 ｣ ご 6 - 措 辞 着 席 差 任














tZ76虚 手嶋へ の 安 集 の t嚢助 力t1滑 る
3.002ー 51 2.60 2-64
1_,, 2-00 _i_三?:.._-二二'1-i 'f n-;-2T4-8 2.57 ---学生平均値
1-47_._.-._I .i.i-1';'f三T;I-1=6--こ,=丁 ~2-05 - -学生席差 Lil一一I 153 1-64
1_000ー 5 1_37 ●●●●●●指名■者平均佃【.0.50 0_,i -_ 0.51 . 3ー6 0_3, 0.45 0'=9 oi7 ー 0.51 ` 0-51 - 相 中 何 基価
051 1 -こ.~て=rP r o.58


















ETe ヨ■切 な P+期 r=分 娩 土 の Z■鱒 が 1滑 る
3.00251ー 2.64 2.64
｣ .一.. .●ー●_一一こ'1-4.i.='-一一一_∫
●● 1.61.●●-一一一一- LJU 205 2.14 2.10 - -学生何基仕_=-1 ..二'_-I" 1.90 .
1.60 1.47 0.85 .-....指 名■者 平 均 Gt
0.68 ー■一一 U.′U U.′o o.67 U.′U po.60 一
0.500‡平価 . = ここ虫 j▲一一 , I - - - -.I 一一 - 相中着席麦 価

















lZ7虚 蝿 を 分 娩 董 l=移 Jb1簿 る
＼
3.002_510書平価 .
2-05 1_8, 1.9. _2_.?≡...I:.1=..--.一 一 一 一 学 生 平 均 値 -
二_メ / n1-三三 1-43 1~60 ---- 持 斗 看 平 均 値
1.050_61 105 - - - 0こ _ o:4_9 _ 0=i A 0-5_04 ニ 二号_聖 9 - 措 辞 者 偏 差 値















fロ8 慮 蝿 を.適 切 な体 位 lこす るた め r=分 娩 台 を1■節 1円きる
3_0025.10‡平価 . 2_55 2.64ニ
2_主0 2-57 - - - 学 生 平 均 伎 11_86 _- 1.95_′}_I._チ一l:.L4--==;I-二=一一
1-62 1-/U ●●一●●>.9一 一 ~一一 2.10 - - 学 生 偏 差 仕-亡1.i-.JL,i.i= 1.95
1-50 1.65 -●′J ●●-●●●●指 耕 舌 平 均 伎
oこ ~- .-- U''-u t n 50 0-54 U-IU D-5. 0~66 Di o _ 0-51 - 措 辞 着 偏 差 価





























th 10 外 騰 部 き{竃 の 目的 を.説 明 し撫 1号1清 る
3_002.5之1 2-55 2_3, 2.48一LiBp-.i'シ-三㌢
2_05.-_-ここ●一日==-ー ~2.65 -`′U ` -'▲ - - ー 学 生 平 均 値
1-95 ∴_1.>一2.35 2_31
1-6.1.__/.-:I-.-i-1IL一二 .oo ユ -1' - _- 学 生 偏 差 値 -_一■_.-■一
1_0005玉平一缶 " 1,.4J . 1-44 n " -0-9S p . n 史. ∩ーn .-.---措辞者平均住
ー 叫 -71 -n穴. 0.97 ~0-59-一 nR. 0-49_一一jご千 - 指 導 者 偏 差 値















{tn ll 手 洗 しヽ や ガ ウンづ戸クニ ックが 1浩 る
J, 1 2,90 286
3ー002.5_10評 価 i.IJL L-/U_.,===J.-.i:I;:I-_-'i-i:a-JL--2=6-､=.8,
--i- 2.18 ~ー二=>'>r2.57 252 - - - -学 生 平 均 価
1.95_..二二二 _ -/ --A-''-_'1'′
ー p -2.10 ー ~ r 2-14 - - 学 生 何 差 価 .1-91 1.91
0.B7 0.87 ..-...指 名■者 平 均 仕
n≡ Jd -n 一 一 0●66 JO.5.p O.51 - .一.. 0-ら. 0.36｣ご B - 措 辞 着 用僅 仕












tn125韓潔 野 を作 成 1簿 る
3.0025 ~1_0評 価 . 2.62 2.65 L.,JL, .Jn_...一三J一一 ｣Z:50.一...i
l l_0._1,86 _2_._0.9.一...一一.一.一二二-_1=-2.62 ;.=77 ---学生平均価
1-=7.I二一一二二'=一一一一 .2.00 2,00 --学生何基柾目 ■1
0.94 ●●●●●●fB‡■者平均佃【
)●'1 - U■q'- 0.65 0.60 U二 一一 一 oi4 - 0'i7-一一 一 - 相称酬懐仕












E]18 分 娩 台 lこ債 t.ヽや す しヽ 義 JLのtEt カ せー る
3.002_51SO -2.43 2.52 日【 _2::∴ .2;5_:._..2:57 ,
-.2:.1_0一._三.1_.41.i.チ,i]I二二一_二二.i.L':言.=T~2T4ご-二 .-,6 ~-一-学生平均価
1.:2.-.:-1'.==lT,I-i .00 2.05 ー2-14 - -学生領は 仕
1.050_01平価 . 1-41 1.55 0,85 …∩ 0.93 -●●●●-.措辞者平均仕
:貰.-岩等 _ 0.5g O.SB 0-51 - ^ 慧 - oio一一一 一 丁 ._措辞者何真価














Fl14 胎 児 心 雷 を.把 一■しな が ら分 娩 遭 一亨をJrq断 1簿 る
_0025.1∞0‡ー平価 .
2_OS .一.一..一 一 一 一 学 生 平 均 値
1.95 1-95 ___._.1'ご __一一
1_-:._.1;5>?.;羊三だf'i'～ - i-i-i-一 -2.00 2-05 .2.14 - - 学 生 偏 差 値1穴1 1_86
ご.:二二二二-{ 2T一i.52 .-- - 指 弥 者 平 均 値1_14
･,8 1-10 0~77 0-SI D_.0 0-51 _0= 7 ⊥ ご 三_ _等 し ご 6 - 措 辞 者 偏 差 .i





















2ー00 2.0. 2_0.._.メ .T,o ~~一学生平均値-I
1.50 1.50___,.150<ノ ~ー●.-.!lfe_./ ~ー●一二.三i7.i.ニ / - -学生偏膚仕
I,--棄 a-I-モ:fsJ-二 二三 豊 ′ 乏駕 / /i.=3 1~67 ニ~;: ....-.指導者平均値
1.Oq 2.7l -7 -;二芝 r 王:芸:｢ご ＼ 1'16 一.ヾ ご 一 一 一 プ▲ - 指導者何葺価












tZ)16 破 水 t鴨の 児 心雷 の 鴨 取 と羊 水 の h 嚢 が 1簿 る
3.0025 2.45 2.5_0._._2163
...>'JL'-､S.'ff-一二一一一一 一一一学生平均l正
2ー001_5. " 4 2.0_0.ユf2.36 2_38 ,j,2.38
1..0 1.,8 1/_5.4....工芸JJP:1= -て こ - -学生偏差値
二 二.Xt'ニ-1議=ー1.56 ......相中看平均.A
JL.JLU74 →く ー 53 0.64 U-l`
0.500T平価 0 .45 0.88 と ._ - 一 一 0.51 0一49 - - .指尊者何善徳














EZ]1.7 JI門 保 ttを;轟切 な P+期 I=開 始 し有 効 I=行 え る
3.002_51SO 2.52 2..1._.fl62
2-00 1.,, . 9ー. __.Z.'.I-9_.二二,+= ご 1'=1 - I.46 ~ ~ 一 学 生 平 均 伍
1.64 1 53 154..T--i-1Il'J'-ltA- 'i 一 一 ~ - - 学 生 偏 差 値
･-__.一." 一日 ‥一.一.二′て .I. 1 .9 0 1.B6 1-95
一~.■-■-I- 一 一 一 一■
1_000SO 1-45 1.39 1_38 n m .●●.●●指 導 者 平 均 値o'= W 0-6 0~ニ 0ー.i4.0.書_竺望 0ー.48 --0166 - 指 導 者 偏 差 値■ー} 0.64 .ー‥~














河 lB 緋 鴎 の 判 断 とt鴨糊 の 確 嘗 カー で きる)
3.002_51- _-0ー王平価 点
._._.-二一 2.16 ●``J - - - 学 生 平 均 値 '
1_只4 1.9号..二三/二 ~ - こ こ i'1-i-二 二■●
1_33 _..i;-i....1.三三.._.i:,_'デ='=;/ ーlLー 2.12 2.05 ■2.00 - - 学 生 偏 善徳
1-.1.0...:二 L:= ′ 1-64 -11言t l一一~ 1.63 ......指 専 有 平 均 伎
.?niBa F -_-讐 ~o'67 - 013-0.54 V''v O■66 0.60 - 0.52 .0.60 - 指 導 者 舶 伍














E]1○ 発 霊 の 判 断と薗刻の確誌ができる.
3_0025 2.35
.......一..` -" 2.14 -- - 学 生 平均値
2ー001_5. -1.95_●■._.).i---- .-.ii.i.i._
1-50___チ._5_3....ll=8.i-i.i.i.二 二/ 2'17 2-11 2'17 2.00 - - 学 生舶 値
1.?.5.i.,'車卒 ~-131 一 三:;; 1◆67 1●b8 ......指群青 平均値
0.500評 価 f^ o.80 ∩.,○ 0.84 ,.,○ ___ - 一 - 事旨さ■者偏差値












阿 20 ;轟切 な時期 に会陰保1霊が開始できる
3.002ー510 2.43 2.50
1.86 2.05. 2.0_0...,;:i.i.=二二 二 -- ~ 学生 平均値
1.45 _.......__1-44 _._一...3-Ill, 1-95 . A. 一 - 学 偏
_一 一 二三 ~-i=.-- =I,. … n " ---.-.御 者 平均値
t ;lq_ 0.A - U-= 0'68 ... _ oi=1 0'68 0-48 04 - 御 者偏差 値














tzT21-会 陰 保 一蔓が適 切な位 t f=手 樽 を当てなが らできる
3_002510.‡平価 . 2.50つ_ll
1.95 __2_.?≡.一..i-':.U....1.≡.;1._i-_r T 50 ~ーJ- 学 生 平均値
1.36 _.1:6.3..二.;i.i.: ...●==:-1子 - 丁 =n一-I95I 2-05 - - 学 生偏差値
1_'=7;一T3; ▲ -'▲L 議 書 -~- ......指 導者平均値
0-55 _ 0-61 - ～ - 0.63 oi2-∵-∵ - U'` ー 0-52 . - 指導 鯛 差値











E)22 無 コ里の ない姿 勢で会 騰 保1鷺ZItできる
3_00251ー 2_,, 2.3B llb.2.io,- +1.8, 1.,. _._2.ltL.i.1二 二1'_i',さi-i_.千丁一r2-5 5 - 一 一 学 生 平均値1._6.4.__.1.I.61.二二二 二 二i/ 2-05 2.10 - - 学生偏 差値一■I ~ 1ー57
1_000ー5.評 価 . 1.41 1.53 1.55 0.91 ...‥.指導者 平均値
0-50 0.51 U'二 一一一 019_0.64 0=63_ 1 60 0.47 . - 舶 者偏 差値














図 23 l■痛 の 状態 に合わせ効 果的な努責をさせることカtできる
3.002510評価 .
1.90 1.,.- 2.0_0..::5 一一 - 学 生 平均値
ノ た ...!一.4 _....................●-●●●●‥ 一一一163 1-67 ___ :二 一 .-:--2.-00 - - 学 生偏差値
0.,1 一.:.1._a;r '-V 一､II:/ ;:,一 一 : ,f 一 ,1.53 ....-.榊 者 平均値
6757=A o.4㌧ 望 ご - O'65 0g1 01 6_ 0-54 ..1 - 御 者偏 差値















町 24 捜 刀■一書節 カー 恥 ,■弓下書き■脱するまで屈位を保つことZItできる
3.0025
2_10 2-19 .. - - - 学 生 平 均 値
2.001_5 1.90 _...-..'二二i:-
._,3_1二5.:.-.._= = = 1.==二二1-1.I.- TZp.00 " ▲ - - 学 生 偏 差 値
1-.14.i.1= .i.i.=ニ ー一一-1.52 1.60 ▲-'` ......指 導 者 平 均 値 _
09-1ー 1-13 1-11 ~~~~ 0-68 - 0-60 0.64- 0-63 055063
0.50,0書平価 0.至3 0,56 - - _ _ 0.43 - 指 尊 者 偏 差 値













E]25 左 手 で児叫 の 娩 出の速度をPl節できる
3ー0025_ 2.00__:_2;て5...i:.I::i.'{ .3 - - ~ 学 生 平 均 値
155 ..●●●......●●一 一.- 一 一 一′ - - 学 生 偏 差 lli
1_50.00‡平価 1.4≡.一二_ 一 一一一 一一1.95 1.86
o_9, 1-.1.2-..-I.- 一 一 / ′ 1.62 1-65 1●67 ......指 尊 者 平 均 値● ニ
0.a -o^T.B享 0.54 0-590芸 oJ670.86pO'=lo.=~二 二 - 御 者 郁 主値














阿 26 鷹 圧 の 贋節 ､短息呼 吸の声か けカtできる
3.002_51
.. .ー 2.14 ~~~学生平均値
1.95_... ....
1-50 1.1..-.二._. . ..1:5_0_i .6y '1='8:-I2.00 2.07 ,.-.-.･学生偏差l直
1.00 0.90_. . .●_-r"--I.23 日 _ ●●●●●●措辞看平均値o虎,--0-8言 0.63 0.61 0.6l u''一 U~′一 -一一一 U''一
0.500書平価 ･68- -一一5i_ - … . ~ ~ 二ニノ - 拍斗舌偏差怯













.``▲ 一一一学生平均l吐.ー〈 1.8, 1.90 2:_0.i........二.I_("
‥_ 二.GI.....115.2...二 .= = 1'= = 1'l'>T-2:00~II9r5 --学生偏差値
105 ".-←●一一一一一一一r152 ▲一IU -'-I
......●●_一-H d ._" 0.87 0.91 ......措辞者平均値
一一I1-00 064 0.66
0.500P 価 0...9.; 0.3, - 0.望 一 ..83 0.97 0.51 - - LO.47 - 指事者偏差値











共に 5例 日が低く､1以上であったが 7･9例日であり､両者と評価の傾向が似
ていたといえる｡
Bl28 第 3回旋捜鼻面を清1式できる -
3.00251_0 '2.56 ~ 2.48 2.43■`Il-1
1.9, 1.9㌧.:-.llL.Pil.i._..二:.七,ニー ナflrZT50 ---学生平均値
1_40_..:;I.i.}>'TT5''; '-l/ 2:00 2-1 1_9, - -学生偏差値
･n-3T-^lT^47 1-00 日 _ _= 2_ n"_lie.l86......御 者平均値







られ､最低値が 1例 日1.45で最高値が 10例日2.79であった｡
学生評価の例数毎の比較は､1例日と6例 日以降 (7例 日を除く)､2･4･5例
日と9･10例日に有意差があった(表 13)｡
指導者評価は学生と同様の4･7例日に加えて8例日が前回より低下し､それ
以外は上昇がみられたO最低値は 1例 日1.4で最高値が 10例日2.86であった｡-
学生評価の標準偏差は0.43-0.91で､0.9以上が 1･2･7･8例日であった｡





2.5001 2.45 2.3 8 .. .Tl'=て ,Q
i-lU 2.00 1.90.}号:.1'1.1こ.i.JG声J-i.8 ~ー一学生平均値1-94_●●■●l..●一_ -,つQ
1-4.8i..二二一-I9㌻丁ニfGl'':== 2-14 - -学生偏差値
1.4r5 1.67
1ー000.5 1.00 0_89 0.91 0.90 ......措き暮春平均任1.oI～1'-00 0'67-nf. 蒜,0-50菅R〒 ..ー8, 0.3 ｢ 指鞘 偏差値
0,62 051 V-'J }ー

















EF30 J*帯 巻 繊 の解 除 カー できる
3.002510書平価
1.88 2.00 2PO 一 一 一 学 生 平 均 値
-1.67 1-60 . 156 ..●●●●~一. ′ 220 _ _ 学 生 偏 差 値
___ ●J-こ●●●●..●●●●●●●●一●_■_ ′
o _67 _1-;I.I.L亮.:.;....三:;.:-;',れ ●57 -Tj iH ㌻ r ::諾､､せ.9′ ......指 尊 者 平 均 値
2.,a,_eK 三二j:= oT, 0.58 1 - 1 4 y,rTTn 臥 ヾ .45 - 桝 ,肴 偏 差 値

















JZg31 蘭 在 -鐘 在 JI甲 の 娩 出 力tで巧きる
.00251_
2.00 2.07 --- 学生平均値
1一.0 一三:5.7._ 1.4, _ー_1;:: lー_11芸 .i.1芸 .i-l≡モ.-一言-00 - - 学生偏差伍
. .....-..-...■●●~'=-1T2T--11EF -1T+7 1.5 7 n 1.-75 7 ....._.指導者平均値-114 ■ーーー
0.79 16UbB1-10 0-75 0.610.81 0.6B
0.50_0評 価 0.寿.†三宅 0.5-一上 o.93L n… 0.86 0.SiL_9 - _指尊者偏差値














E]82 保 It綿 を;轟切 に処 理 lt* る
3.002_510Oo ユ吉平価 点
2.05 190 190 ..> --- 学生平均化■●一■
1-47 .-52 1.ミ3_-I__Jr_i:5'二 二 '/ 2'17 L一 一 学生偏差他
0.90ノ1. --て 豆 1 .LEI-i.SiJ iT!? 三:;; ∩_《1 ..9. 0_8. ..i- 措辞者平均仕一一一一 ▲■′▲
'- 1.18 0.75 1一■ ■_
0.68r o o.B7 n セ∩ "_^一0.畠9 0.83 0.94 - 指導者偏差他















ET88~躯 幹 娩 出を骨盤 虎導 線 に藩つ七J*帯を筆 引しないでできる ∴
3.0025 2.38 -`.`JL ,-一一学生平均他2.00 19,.-'='L'i.- I1○1 _●+-一■
.●.●●●▲ー'.1.一 , ~ー ~iI. i.15I L .L ▲ 一 一学生偏差他
1.5000_書平価 1.41 1-47 1-43_...i.-_ _ ニ-I , 2.00 1.90
1 '.= = 二 三2'i = =1三,= = 1宏 一 1.62 1.63 -..,. ......措辞者平均他
･79 i ie 5 さ0.5i _ 0.三 一 U''B V''1 0'68 三吉一_S_ー 0●68 U-'U - 御 者偏差値














Eg34 出 生 時 責可を確 艶できる
3.0025 2.43 2.43.ー●..2.10 2.14_...●. 一一一学生平均値
2_001.50書平価 1-95 1.95 1.9号.●J_-_二●.一一...i-i'二一一
千.6.3....1.15三一二二'i=-='I=';'ll三,:11'ニ/ 2.14 1.95 2.05 ‥ ▲ 一 一年朋 美他
■ニ ●も.397. 1.53 0.95 0-97 0.88 0.98 ^ ー^ 0_87 0.9S o.89 ......指斗看平均伍
















El35_遇 切 に気 遭 の確 保 ができる
3.0025- -/1_
'``` 一一J L.LU - - - 学 生 平 均 T直1 ○n 2-00 1.92_●●●●●●●●●●●●●●●●●●
･1-45..-..}1.>'> 7 .0-Oil.こ 一 一 一 - 一 一 一一一2F.00 - - 学 生 偏 差 値1一一n H _
1-17 ~ー一二...●●-′r 1.5′ ⊥-bゴ
1.0005_評 価 o_8, _....._.1二二_- T.lR O.89 ......措辞者平均値
Pi70だ =07登 玉‥雪空 O-i5- 0.65 云喜一O.= - -二芸 7 - 相 身 肴 偏 差 他



































6亀　一邑　　　一?．81? ．59一? ．47? 55　@　　’?　　一?
．66ロ
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E]8B J*幕 の結 集 ､切 断を安全 に正 しくでLきる ~くJT
285
3.002_51 ‥ , 一一一 2.57 --2.52 2'.6.:.}一{93
1_8, 2.00 __.i.こ .三.≡-.二二二二一-2_=T-2745 --i-学生平均値
1.5.7...I.I= -i_室 .=:.1/-.U_'=/ 2-10 2-10 - - 学生偏差値
一■一■ー1.61 ~- 1.40
1_00 1_33 . 0.8 ......指貞書者平均値
0-58.EO.tB 一一 -0,84 0 ■ ー ■ ■ ● ● ■■
0.500評 価 7 -- .事Bj事看偏差値-













E]8○ J*幕 の 血 讐数を義 禦 し止血を檀 lELJ{匁tを行うことができる J
285 2.92
3.002_5ー10暮平価 2_38 2.5?.二.i.二1-=Z.'≡1.i-2ii:41.1'1'
.1.90 1.8,_.:ll_5-..IIL.1.;-:':'1';l=.4,5 2一60 2-60 L'b》 ~~~ 学生平均値
･.1.1.1=ゞ 一一 ~~ 2.10 L.1リ ー - 学生偏差値
1.951_76 1_83
.0.95 0.98 .●..●.指王事者平均1直
､ 0.69 0.60 0.68 〉'`一 0.60■ー0.6 0.88ヽ 0 -98J O_8, J- _ - ｢J戸へ ニー _ - 指群青偏差伍












暮幻40 児 の 保 温 にEJLしっ.,)児 の徽 幕 カー .できる
3_0025.1 2.592.40 __.一.ー_2.43
. ｡. _.2:三三:.:三 二 1',管 .一= rJl' … - 学 生 平 均 値
1.5?_一._1;_5ji.,i.loJLi.i.i:i -2:00 2.05 - - 学 生 偏 差 値
▲-LU.●■●●l_-/153 1.I)7 ▲.′▲
1.0005評価 ●●_一一 ....-.措 き書肴 平 均†直
1.'乳J壷 ⊥二 二:- U-'J o.64 oU.ig_0.il o.57-- 0.60 - 御 者 偏 差 値












EF41 児 を安 全 に杷持 し新生児係 に漉すことカー できる
2.89 300
3.00251_0書平価点 2.5.8.1!17.I_-1'{'き .i.='._:デ も o
2.0. :I.'....2.11 ~ 2-1?.i.}吉..I, 2.55 2.60 - ~ ~ 学 生 平 均値
1.三シ ′言.OO Z.06 1.,, 2.00 - - 学 生 偏 差 値
1.58084 0.75 ●●.●●●拍 薄 着 平 均 値
hー o.54 0?,t 0.96 985 0.51 _I.61 1 .5こ 1 .6_0 - 指 導 者 偏 差 値














t可42 胎 盤 剥 離徽懐 を確 匪できる
3.0025 240 2.60.... .;フ _ll _● 一■ .
205 Z.15' ..-●●●●......'● ~ .,, .`′▲ 一 一 一 学 生 平 均値
2.001_5do01平価 1-95 1.95_...一_.='= - 一一 一 一一 ~ ~一
1.SP_...lj .6.3.二二 二_ _-一 票 1-｢ -2.05 2'lS Z'19 ‥ 一 一 一 学 生 偏 差 値
1.2-,一1㍍ 7 1-57 1'b7 -.-...指 導 者 平均 値
U二 一 0.8. - 軍撃 o'= 0.49 0.51 0=:ー 0一47 - - 榊 竜.偏 差 値














El43_胎 盤 を一定方 向に捻転させ卵 一藁を切 らないように娩 出できる
3.002_51ー0,評 価 . 2ー50フ_11 2.35
1.90 1.,, 2.Oi l.9,∴_...._.i-i.こ こI-二'-T2二57 -- - 学 生平均値
1..1_..:16-7..二 二 二二 二_--一2Too " U . 1こS p 一 一 学 生偏 差値
1.:-:二一17.= 1.62 去:…享 二一:: 1■67 0.8,0.8. ......御 者 平均値
0.-u .iL 一一 - ー -0'66 "^一∩≡ _~ 一 一 〇'65 - 御 者偏 差値














図44 胎 盤 娩 出様 式 ､娩 出時 rqの確匪 カーできる
286 ∃oo
3.025_01 ___......i.i.i.i.i.i.1'1'1.li e.i'ニ-2.41 2.43 2.52 2.62 ‥ Q
1.,,_.._L二二二 ニ ′二二一r2.52 2.62 -'-- Z'" … ~ 学 生平 均仕
･....-1'/l z'19 2.0. - - 学 生偏 差値一一■17d
1.00057g平価 1.41 0.95 ......事官印者 平均 直ー
o一68-一 ､ 0.58 〇一51 0.50 0.44^ _0.43 - 相 附 何 針 血U●′▲_き く P .ii 一 ヽ L















E]45 胎 盤 の 第 一次檎童を1庁い胎盤等 の残 存 の確 1匿カー で1きる
3_002.5 2.67 上.′12.52 2_52~2.38 , ll _" " __ _....二'1= = '=
153 1-67..- - - - - ′一r 2 -14 -- 'L ー 一 一一学 生 偏 差 値
1.50 ■ _●●●●●●._-,1_82 -一--I
1_0005.‡平価 . えー4Re 1.50 0_8, nR1 ," , … . 0.94 ~ ......措 辞舌 平 均 値
0 .8 . -71-~~一 一 0.57 Uニ ー = 8 0_A, - - 一 ~ - 郷 ,輔 主 催
0-59 - 0.50 〉''- U.t>ZS O.66 0.61



















町46 外 臨 書Fの消義 ､全 身清拭 ､更衣 カーできる ~
3.002_51ー0 2.682_.. _A._...._-i.i.i-='i'i'.i.JrJLlJIT_--=ニ --.'ミ凸2.52
1.90_.:二1._6.i.i._1'_芋 二 一 一一一三.53 2-67 ` .` ` ‥ーー -" 学 生 平 均 値
11 一三O. _ - 学 生 偏 差 値
...●.●拍 g 看 平均 値
055 0.60 0.60 0.GO O.58














E]47 塵 婦 の 徽 禦並び に胎盤 t什鋼 ､出血 量 の網 走ZItできる
286 2B6
3.00251 2^ 3 2.52 2.62_ー_.....-i.i.).}一 二 .TSt4-ll'
1.86 .一月▲ …:.0..1エ ..lJニ -一一一~r -Z●57 .`′▲ … 一 学 生 平 均化1,凸 2月 2.43
二 = =ニ ー/ , 2.14 - - 学 生 舶 他
1.50 1.65 ......相 中 者 平 均 仕
0.61 0.66 0.64
0.50 0.竺J.i1 - 0.48 - 一 一 O.48 ..3, 0.47 - 柏 斗 者 偏 差 仕J O.64 0.66 U.bh o.60 0.59














~tE4B 子 宮 収 縮 不 良時 ､Jt常 出血 晴に報 告 できる
3_002.51ー0‡平価 . 2.60 ~2.64
2:?.6...-:'=:.._.三16--ジン--L'3-';一---- --- 学 生 平均値I" 2.40 2.42
1.50_J .-.5.6._..:=二二i 二 一 -I9.r 2'16 … 一 一 一 学 生郁 蔓値
lI,-てIT,了 1.56 . .i-.-..朋 堵 平均値
0-u q J .≡ _ oiS _ oi4 030 0一56 0.60 0.6? . ij ':7 - 御 者偏 差値













図 49 分 娩 室 の換 片一ゴけが速 や カヽ にできる
3.00 fLZは ._. 2.68 3 .85
2.5001_0書平価 . 2-43 2._5.2.i _ _ _ '=.i.}ー 2.86
. 穴1 ユー00 2-0_0....完 .91.二 二 二 =.i.}≠ '{ I{ 2.60 2.59 - -- 学 生平均値
･''''':_一一;霊 ~ 2.10 2.14 日 ' - - 学 生偏 差値
一■~1.bと一lI. ......指斗者 平均値
0.= 1 0.ziA 0.._ o= 6_ 0-60-0~68 oi:o⊥= __ o_36 - 御 者何 差値 .














EZ50 塵 婦 をねぎらい母 と児 の早期事嚢触 を1庁い嘉 びを共有 できる
3_0025 2.50 .2.,6 JZ:.Gl2.i.lL.i'こ.=ユニ'='='i'ご1-i'>--loo__I フ_ttフ2.0㌧ _2.?.5.Il-二二二'L-i-I=.52 2.57 〟`▲ … ---学生平均値
一一一一一 … J Z.1Zi - -学生偏差値
1.50_00‡平価 1.82 1.89
●●.●●●持芸事看平均ー直
0.59 0.46 0-= o'66 0.51 0-51 0.56 _0... 0... - 指導竜.偏差怯
















E]51 スタッフに連 絡をとり正確 l土報 告でLきる
2_50.01 2.55 2_502.37 2.35
1ー9, ‥, _.2;::_._1_9,..-.●二二=二 一一--- -日 学生平均値
1.55 ..I_I_6.7...二二=1-1.一-:一I,=一=_y T2.00 2-14 - -学生偏差値●●●_一一一r ▲■′J ~ ~
1_000.5押 価 1.291.40 -.....指主事者平均値
0.64 U.′U o_61 0.63 0-67T J LqA⊥ 二二k - -フナき.､ヱ 51 - 0.51 - 0.sL5 0-47 .- 指導者偏差値












zF 62 ケ TIこつ い て スタッフ .■⊂JLと共 .=■一L}ヨ■り† 義 に活 か す ことが 1亡きi
2.500ー1_0‡平価 点 2-46 _ー:-.57.-二.:-i-i-i-i-1SB
1.83 1_a __2.10_i-:=If 一 一 = 4? 一 一i-i.i-=二二一-2T-r Zー61 2.58 ~ーー 学生平細
-.-,.rJ5.-0-0--~一一主.06 _ _ 学 生 4 葺 fdl′′
1.55
･一三 〇.,O_ ご 7 0.60 0-52 0.56- 0,56 0.51 0一SO O一52 - 和 書 書 4 真 価




が 1例 日1.25で最高値が 10例日2.33であった｡
学生評価の例数毎の比較では､1･2例日と9･10例 日､3例 日と5例日以降







Eg53 分 娩 後 の譜記鐘を正確 にでLきる
3_0025.1 ▲●I一2.44 _ー:15.9.一._チ-,o____215.5_.....
1.8, __2.:?.一..2--さ:_.二 二 二 一,-= 一一一一一二 =--I " --- 学生平均値
1.≡3.__.-....二二 二一一一-2Too 2.10 山 ▲ 一 一 学鯛 差値
._,-{ 一lT.=1-62 .-....摺g看平均値
o一58 0,59 0.64 0.58 055 057 054 0.64
0.500一平価 ｣一一_一ビ ー.一 一 _ _ _ _ _ _ 0.49 - 指導者偏差値













Eq54 真 電 グ ル 1ーブの他 のメンJ{- と;▲携 カー とれ る
3.002510書平価 2.67 2.79‥ _ , _1, 2.44 "__...--i.i
." 1.9, 1.,ラ..i.i.i.=====二二=-三三七 IBr 2.64 -… 学生平均値
･....●●ー●●...:I_'I...'> '>r 2.1S L2.10 … ` 2.15 _ _ 学生偏差値-一一一____∫一 l.90
⊥.〇一 1-58 1.52 .●.●●●指g舌平均値




分娩第4期(平均 1.48-2.62 偏差 0.21-0.26)､次いで分娩準備(平均 1.47-
2.42偏差0.26-0.37)､分娩介助技術(平均 1.12-2.41 偏差0.27-0.39)と分





もっとも高いのは分娩第4期(平均 2.14 偏差0.42)､次いで分娩準備(平均 1.97









{ 13 分 娩 評 価 学 生 の 分 娩 例 数 の速 い
1例 日 2例 日 3例 日 4例 日 5例 日 6例 日 7例 日 8例 日 9例 日 10例 日 F値
〟 1.21■ 1.15ch 1.45● 1.76由一 1.82bdf 1.85bdf 2bdf 2.15bdf 2.24bd 2.14bdf 9.196一
l sD 0,63 0.59 0.87 0.5一 0.50 0_59 0_45 O.一9 0.44 0_5●
1.294 1.13-3 1.53● 1.60 一.93d 1.93df 2,24bdf 2.31bd 2.13bd 2.18bd 8_475*
l sD 0,81 O.〇一 0.62 0.63 0_48 ､0,70 0.58 ○,83 0.5○ ○_60
ttI 0.89J 1.056 1.14● 1.33■ 1.59bd 1.6bd 1.7○bdf 1.9bd舟■ 1.9bd什一 2.○7bdfh 12.663+一 SD 0.32 ○.39 0.71 0_58 -0,50 0,50 ○.●一 ○.45 0_30 0_一8
Ll ■ー 1.2も 1.23● 1.38暮 1.73bd 1.75bdf 1.57b 1.85bcr 1.81bdf 2bdfI1 7.351●ー
l SD 0.4ー ○.52 0_81 0,59 ･0.48 0.55 0.51 0.49 0.0 0.58
nJI IーがtrD暮1市♯ 1.374 I.536 1.64○ 1.86■ 1.86i 1.9bk 2.05b 2.3bdー 2_57bd冊vl ■
SD 0_50 0,51 0.58 ○.3○ 0.35 0_45 0_59 -0,57 0.51 0.51
〟一一 :けAAtのJI 一.○■ 1一17も 1.77● 1.90 2.20 2.05 2_14 2.10 2.5bdf 2.57bdf 4.911*
SD､ 0.68 0.81 0.75 0,70 0.70 0.87 0.79 0.70 0.60 0,85
JtNFのき■* 判E庁ができる. 1.05■ 1.05¢ 1.45 1.43 1.85bd 1.60 1.87 1.95bd 2bd 2bd 5.818*
SD . 0_61 0,52 0.80 ○.88 0.49 0_68 0_58 0_50 ○.7ー 0.39
5■ _66 1.734 95 224 21 2_43bdf 233 .5bdf .57bdf 7○35一
SD 0_○7 0.87 ○.70 0.50 0.5一 0_70 0,51 0.68 0.60 0.51
1■ 1.186 1.08● 1.43 1.61 1.81bf 1.89bdf 1.72b 2.05bdf 2bf 5.98●
SD 0.75 0_〇一 0_〇一 0,68 081 0○○ 0一7 0_87 0.62 0,47
ZI+ !I,I粁の作成 きる. 1.45■ 1.44¢ 1.78● 2.00 2.19 2.7bdF 2.71bdf 7.285*
.35bd . bd .65b
-SD 0.83 0.71 0_83 0,95 0,59 0.81 0.80 0.一〇 0.73 0,81
1.91● 2.16 1.91● 2.14( 2.57bー 2.52 2.76bdf 2.81bdfh 2.86bdh 2.83bdf 7.44+
L SD ○.87 0.72 0.○7 0_68 0_51 0,51 0.44 0.51 0,38 0_58
I5▲ 7e 6BJ 1,81f 2.00 00 2.29t> 2.62bdfh ,4:lbf 57 4,943
･SD 0.7● 0.87 0.85 0.80 0.71 -0,80 0.〇一 0.87 0_81 0_94
I.4ー■ 1.55C 1 1.91 2,00 2.33bd 2.05 2.14b 2.43bd 2.一Sbd 2,36bd 5_827◆
SD 0.87 0.89 0_88 0_5tl a_513 ○.59 0.85 ○.60 0.80 0_93
分娩並行状態､胎児心il=甘暮しながらできる. 1_05■ 1.16 1.27● 1.52 1.81bd 1.81bd 1.86bdf 2bdt 2.05bdー 2.14bdー 8.56+
SD 0.5B 0,55 ○.77 0.51 ○.一〇 0_51 0,88 0,55 0.58 0.88
～Il一汁tb 人工破JI(必T時) .-}- ;- ▲ .li-p1 - , . 上皿 ⊥玉虫 1ヱ王 1且 ⊥j盟 且8皿 ⊥ユユ ･ 1丘王 -1丘王 乙互生
SD 0.00 ○.71 0.71 0.84 1.10 0.1)I 1.18 0,58 0.82 0.71
破水由､児Jt>書書取と羊水のJL.性状の一艮牢をすることができる.. 1.1■ 1.20 1.386 1.5○ 1.87 1.83 2.36bd 2.SOB 2.33bd 2.38b 4.68事
SD 0.74 0.45 1_04 0_53 0.〇一 0.72 0.51 0.52 0.49 0.74
*F暮保EI 1.45■ 1.39○ 1.38● ･1.81 1.90 1.8○ 1.95 2.33bdー 2.24bdf 2.46bdf 5.799*
SD 0.○丁 0.50 ○_88 0_8B 0_5一 0.57 0.5一 0.48 0_83 0_88
0.8▲ 1.196 1_84● 1.3r 1.76t> 1.63t} 2.24bdや1 2,12bdfh 2.05bdfh 2t> 9.118■
SP 0_82 0_83 0.87 0.73 0.5一 0.78 0_88 0_80 0,52 0.80
○.784 1.40 一.35 1_84b 1,87b 1,88b 2.17b 2.llb 2.17t> 2tL b_808+
SD 0_83 0.91 0.75 095 08○ 075 0,71 0.68 ○.○2 0.54
1.14J 1.一2○ 1.一〇 1.434 1.7lb 1,95b 1,8tb 2.14bdf 2.19bdー 2.14bdf B_一85*
SD 〇一7 0,69 0.72 0.88 0.一一 0_○1 0,8B 0_48 ○.81 0.54
1.27■ 1.37○ 1.71● 1.Ssr 1.7○ 1.80 1.95b 2.05b 2.25bdfh 2.5bd81 6_一8■
SD 0_55 0.80 0.○1 0.87 0.83 0_○2 0,7● 0.7一 0.72 0.52
1.41■ 1.53○ 1.55● 1_87( 2.05 2.1b 2.29bd 2_24bd 2_55bdfh 2.71bdfh 7,81BI
SD 0_50 0.51 0,72 0,91 0,59 0.○● 0.78 0_○3 0.80 0,47
SP 0.53 0.75 0.一〇 0_55 0_88 l).65 〇十●1 0.8○ 0_54 0_41
光ⅠI娩出 0.914 1ー13○ 1.11● 1.27f 1.52ib 1.¢b 1.71b 1.9bdth 2bdfh 2.21bdq 9.762●
SD 0.53 0_34 0_5tー 0,83 ○,6さ O.○○ O.〇一 ○_83 O_55 0,43
O.$2▲ ○.89○ 1.29● 1.18g 1.l)2ibd- 1.l35kbd 1.87bd 1.95bdfh 1.86bdfh 2.43bd叫l12_055*
SD - 0_59 0.47 0.5● 0.59 0.5少 0_87 0_80 0_87 0.57 ○.51
0,864 0_89¢ 1.24+ 1.23■ 1.52 1.42 1.67bd 1.86bJ 2bdfh 2.07bdfh 8.196+
- SD _ 0_68 0_58 0,63 ○.61 0.75 0.81 0.73 0.73 0,7B 0.73
8 6 - 29 32E 7 5d 2bdfI1 1.95bdf 9 fhJ 8415
SD 0.43 0.37 0.84 0.85 0.87 0_68 0_91 0,55 0.7● 0.一7
1.35- 1.47 1.95 1.7○ -2.00 2.ll 1.95 2.35b 2.29b _ 2.5b 2.884+
SD 0_81 0,94 0.78 1.00 0.69 0.78 1.12 0_81 1,08 0.88
1_45■ 1_676 1.95 1.88○ 1.81L 2.4b 2_一4 2_29b 2_4Bbd81il2.79bdfh I.23○■
SD 1.00 0.91 0ー87 0_89 0.75 0,50 0.91 0.90 0.75 0.43
折書巻1さ時.肋書巻姑の解除(きうい士■合は切断処tL)ができる. 0_一■ 1.25 0_80 0_89 1.67 1.33 1.33 1.63 ○_BB 2,2b 2,878I
tl SD 0,55 0,50 0.84 0.78 0.58 0,12 0_02 0.92 0.90 0.一与
叩 JI甲状 出 iD ふ=J.==一J};.. .二.>J -J L 1.058 1.06C 1.1● 1_23 13B 117 157 1_57 1.81b クbdf 3.545+SD 0.79 0_CB 0,55 0.75 0.97 0.81 ○_81 08 0.51 O.○○
0.85I 1.18 1.33 1.15¢ 1.1-● 1.50 1.57 1.78b 1.71b 2.17btげ 3_548+
SD 0.67 0.73 0_91 0,75 0,85 0.7○ ○_87 0.83 a_90 0,8●
七幹娩出 1.051 1.24○ 1.37●~ 1.32f 1.○2 1.63 2t> 1.9b 2.19bJ什l 2.21bdfh 5.712●
SD 0.79 0.5○ 0_○○ 0,78 0.7一 ○_l8 0.78 ○.94 0.88 0.70
1.37 1.53 1,88 1.77 1.89 1.70 2.14 1.95 2.05 2.21 1,951-■
St) 0.90 017 0_95 0.9ー ○.88 0.98 0.ー9 0_87 0,95 0.89
娩出tL後の児の1艮帝と処t 0.77■ 1C 1_08■ 1.18 I.67b 2bdr 1.89b 1_8b 1.75b 2bdf 5.018I
SP ○.80 ○.87 0.52 0.75 0_85 0.00 0.75 0.63 0.89 0_○7
1.224 1,29¢ 1,38● 1.38f 1.62i 2bdー 2.1bd～ 2.15bdfh 2,3BbJ†り 2.54bdfhJ &747+
Sn 0.81 0.69 0.87 0.B1 0.59 ○.一丁 ○.55 0.75 0.8○ 0_52
SP 0.83 I.13 0_97 0.○2 0.ll 0.82 0.52 0.51 1.20 0.ーt
1.334 一.○1○ 1.7○ I.4■ 2,1d) 2,1iL} 2.33bt 2.43bdf 2.45bdf 2.93bdq 9.166+
SD 0.5○ 0.7○ 0.77 0_88 0.70 0.72 l).73 0.75 O_69 0_27
1.7tl■ I.83○ 1.95 2.10 2.19 2,45 2_6b 2,6b 2.68bJ 2.77L} 4.0:柑●
SD 0.77 0.○2 ○.95 0.ll 0_98 0,89 0,60 0.88 ○.75 0.6○
1.2一〇 I.53● 1.○7■ 1.71i 2bdf 2.3bdf 2.一3bJ巾j 2.23bd 8.一72●. ▲ . bd
･SD - - 0.78 0_5○ 0.70 0.73 0.84 0.73 0.61 0_57 0.75 0,80
1.58■ 2○ 2.00● 1.95■ 2i 2.47b 2.55b 2.78bh 2.○b 3bdfhJ ○.152■
SD 0_B一 0_5一 0.75 0.ll 0.○○ 0.51 0.81 0.55 0_80 O_00
胎盤娩出 1.29■ 1.47○ 1.57● 1rB7一 1,81I 2.05b 2.15bd 2.19bJ 2.23bdf 2.71bd刊 7.964■
SD 0.72 〇一81 0,75 0,80 0,60 ○.87 t}.49 0_51 0_89 0_▲ー
1.18■ 1.42¢ 1.l324 1.52g 1_65i 1.67I< 2b 2.2b 1.95bJf 2.57bdfNlI.558●
SD 0_73 0,77 0,7● 0,87 ○.87 ○.86 0_78 0_B9 0_8● 0.85
1.一11 1.796 2.19b 2● 2.33b 2_52bd 2_62bd 2.75bd 2.68bdf 2.79bdf 9.644+
SD ○_80 0_83 0_68 ○_95 ○.58 ○.51 0.50 0.4一 0.72 0_■3
1.4■ 1.56 1.82 1.76 2.14 2.24b 2.48bd 2.一Sbd 2.52bJ 2.57bd 5.851+
SD 0.82 0.71 0_85 ○_B3 0_57 0.7○ I).88 0.83 Or81 0.94
千め也 産婦の1民無と処t.女手I-め慰安スタッフへの格告-クールー 7.連淡 1.71■ 2C 2_24● 2,27b 2,53b 2.EF7bd 2.71bd 2.76bd 2_82bdf 2.79bd 818+
SD 0_56 0_8ー 0.77 0.63 0.61 0.48 0_48 0_一一 0_一0 0,一3




















日 .亡 1.7 2ー0 2.2 2一3, 2.3 .-2.p- 2.0- 1.8
図56 2.機番.蕃鼻.救急用鼻の準傭及び整理.分娩圭の整備をすることができる ー
3.0210
`.1 2.3 L.3 23

















分 娩 第 2期
図 60 1.産 婦 の -般状 態 の観 察 をすることができる
3.02P10 つE= 一つE= つE=
1.6 .E 1.8 2.0 2.1 2.2 7 8
図 61 i.直 接 介 助 者の ガ ウン装 着 援助 .外 陰f耶持義 の介 助をすることができる
3.0 30 30







2.010 2.6 2.7. ,⊂
2.3 ー
1.6 1.7 1.9 1.8 2.0 1.8
51
図63 4.清潔野作成.導尿の介助ができる
































1.7 1.8 2.2 ●`5 2'3 ＼
1.2 .1.3 1.0
図7`0 11.ApgarScore判定時期の報告と確認ができる




















1.00 1〔 1⊂ 1.7 1ー7 1.7
1.0- 1.0
図74 2.母児対面の援助.家族への連絡ができる
3_02.10 つ⊂ 2.6 2.8 つ⊂
1.8 1.7 1.9 2.2 ~~-pヽ⊥.■
_図75 3.産郷の清拭.更衣の手伝いができる ､
3.0210 3.0 3.0'つE= 一1t= つl=










3.0210 3.0 3.0 3.0
つE= 2_7





3.0210 3-0 3-0 3＼
2.1 2●3 - '`一 ＼ -
1.0 1.2~ ＼ 0.0 9.0
1 -2 3 -4 5 6 -7 岳 9 10
図79 7.分娩圭の後始末(使用物品の後始末.補充.点検)を直接介助と一緒に
行うことができる











3.00i5210 2.58 2.48 2.53- 2.53
2Z 2章2, .54 2.32,2.38 252 .17 = :≡≡::…≡≡差
1.,1 p1.66 ●78 1.88 V 3'92 _ 分娩第2.3期平均値●
･圭iV 7;4 "r 1°Sn 18 - 分娩第2- 準偏差
0.,/ 0.4,∠ l94 - 分娩第4期平均値
015 0. 0.15 0.35 0.29 0.23 0.25 0.54 - 分娩第4期標準偏差nn nn-231,;"害等 n, 0. 9 0●340.22 … ∩ .17




















































-の支援不足】125件の 4つのカテゴリー で構成された.~以下､卑テゴリー を






























4035 35 ...I . ..◆1--尊びの気づき11L ▲ ● ●
31 ..◆ ′●.. 了 ヽ
30 _+...'● . t''.｡.29/' .-,
.' '. .' - T+ I.16
2501件 ≡ ; 18 ..g .喜 ､'.3_,.r'' ' + 芸芸要望の
1?､胤 A19t加 一〇1㌔ 伽,L16.1...㍗ ; ､も 乙妄 一一､≧_ _一 .lf_tp,,n -ロ li一一 一芸警 冨 器
′ヽ5 -～-産婦.家族への






















































































蓑14分娩介助事例宅Ⅰ潮の助産ケア評価カテゴリー の例数毒の学生の学びサブカテゴリー 件数 介助事例 カテゴリー サブカテゴリー 件数
1例日n=20 分娩進行の把握不足 内診所見がわからない 9 26 6例日n=20 学びの気二埠 対象に合ったケアが提供できた 6 20
情報収集の不足 7 内診所見がわかった 5
胎児の状態を把握できない 5 新たな学び 3
現状を判断できない ■ 5 アセスメントができた 3
分娩進行予測に基づいた対応の不十分さ タイ=ング良く行動できない 822 必要な情報が得られた 2
アセスメントの視野が狭い p 5 その他ー 1
現状にばかり目が行ってしまう 5 ~分娩進行の把握不足 現状を判断できない 12 19分娩進行の予測ができない 4 内診所見がわからない 5
産婦.家族への支援不足 対象に合ったケアが提供できない 8 19 産婦の変化に気付かない 2産婦の安楽への配慮が不十分 7 産婦.家族への支援不足 対象に合ったケアが提供できない _ 9 15婦.家族への声かけが不十分 3 .家族に説明でき 5
その他 1 その他 1
学びの気づき 新たな学び 6ll 分娩進行予測に基づいた対応の不十分さ 分娩進行の予測ができない 6 0ー実施できた ~- 5 タイミング良く行動できない 3
2例日■n=21 学びの気づき 対象に合ったケアが提供できた 6 18 その他 1新たな学び 6 7例日n=21 学びの気づき- 対象に合ったケアが提供できた 4ー 35
内診所見がわかった 5 新たな学び 7
その他 ー アセスメントができた 5
分娩進行予測に基づいた対応の不十分さ タイミング良く行動できない 8 17 内診所見がわかった 3
分娩進行の予測ができない 5 必要な情報が得られた 3
現状にばかり日が行ってしまう 2 自己の課題
胎児の状態を把握できない 2 分娩進行の把握不足 現状を判断できない 8 16
分娩進行の把握不足 _ 現状を判断できない 7 16 内診所見がわからない 5
内診所見がわからない 4 産婦の変化に気付かない 3
陣痛の程度がわからない 3 分娩進行予言剛=基づいた対応の不十分さ タイミング良く行動できない 7 12情報収集の不足 2 分娩進行の予測ができない 5
産婦.家族への-支援不足 対象に合ったケアが提供できない 8 5ー 産婦.家族への支援不足 対象に合ったケアが提供できない 6 9産婦への関わり方に戸惑う 4 産婦.家族に説明できない 2
産婦.家族への声かけが不十分 3 その他 1
3例日n=22 学ーびd)気づき 対象に合ったケアが提供できた 7 23 8例日n=20 学びの気て簿 対象に合ったケアが提供できた 10 29
新たな学び 5 新たな学び 5
必要な情報が得られた 4 アセスメントができた 5
アセスメントができた 4 内診所見がわかった 4
自分で判断できた 3 産婦の変化がわかった 4
分娩進行予測に基づいた対応の不十分さ タイミング良く行動できない ll 22 その他 ー
分娩進行の予測ができない ll 分娩進行の把握不足 現状が判断できない 9 16
産婦.家族への支援不足 対象に合ったケアが提供できない 8 19 内診所見がわからない 5
産婦への関わり方に戸惑う 4 産婦の変化に気付かない 2
産婦.家族に説明できない 5 分娩進行予測に基づいた対応の不十分さ 分娩進行の予測ができない 7 13家族への配慮が不十分 2 タイミング良く行動できない 6
分娩進行の把握不足 現状を判断できない . 9 6ー 産婦.家族への支援不足 対象に合ったケアが提供できない 12 12内診所見がわからない 5
陣痛の程度がわからない 2 9例日n=21 学びの気づき 対象に合ったケアが提供できた 12 394例日n=21 学びの気づき 対象に合ったケアが提供できた 13 31 新たな学び 8
内診所見がわかった〕 6 アセ大メントができた 6
新たな学び 6 タイミング良く行動できた 4
アセスメントができた 5 産婦の変化がわかった 4
その他 1 内診所見がわかった 3
分娩進行の把握不足 現状を判断できない 10 19 iの他 2
内診所見がわからない 6 分娩進行の把握不足 現状の判断ができない 7 12産婦の変化に気付かない 3 産婦の変化に気付かない■ 3
分娩進行予測に基づいた対応の不十分さ タイミング良く行動できない 6 ll 内診所見がわからない 2
分娩進行の予測ができない 5 産婦.家族への支援不足 対象に合ったケアが提供できない 9 10
産婦.家族への支援不足 対象に合ったケアが提供できない 6 9 その他 1
産婦への関わり方に戸惑う 3 分娩進行予測に基づいた対応の不十分さ 分娩進行の予封ができない 5 7
5例日n=22 学びの気づき 対象に合ったケアが提供できた 12 33 タイミング良く行動できない 2
新たな学び - 7 0ー.-12例日n=ー4 学びの気づき 対象に合ったケアが提供できた 7 26
必要な情報が得られた 4 新たな学び 7
産婦に説明ができた 4 アセスメントができた 6
アセスメントができた 3 産婦の変化がわかった 4
タイミング良く行動できた 3 今後の課題 2
分娩進行予測に基づいた対応の不十分さ分娩進行の予測ができない 9 17 分娩進行の把握不足 現状を判断できない 9 136
タイミング良く行動できない 5 内診所見がわからない 2
アセスメントの視野が狭い 3 産婦の変化に気付かない 早
分娩進行の1把握不足 現状を判断できない 8 15 分娩進行予言Mに基づいた対応の不十分さ タイミング良く行動できない 3内診所見がわからない 7 分娩進行の予測ができな



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































表20分娩第 Ⅰ期 6例日 自由記述 n=20








































































ホ事l IPrtt十一-1'l- Iq 7fNf] 自由teサブカテゴリー 述 n=21内申






























が で き た とした変化を見通さないようにするため.すっと産婦さんのbIにいて杜亨することができた.
種産特であることを考JZして､トイレ歩行の可否や.分娩卒廿を余裕を持って行うことができたと思う.
*まで介助してきた分娩はほとんどが突然急速に並んだ分娩ばかりだったので.それらの軽珠を思い出して~いつ進行するか分からない'という土比を持つことができました.




















































表22分娩第7期 B例E] 自由聖逮 n=20
カテゴリー サブカテゴリー 内容















































-産婦の変化に気 付 かない~ 破水して内診するよL)も前に少しお尻の方に来ているかなという産婦の訴えを気にかけて.その時に内診していたら入分があせらすにできたのではないかという反省が残った.産婦さんの様子があまり変わらなかったので.内診をするタイミングがうまく判斬できなかったが.いきみがかかってきたら.-丘内診させてもらったらあんなにあせらずにすんだかもしれな
いと思う.
















































































































表24分娩第 【期 10例日 自由妃述 rl三20
カテゴリー サブカテゴリー 内容













































































































胃 3主 + 絹 不足から生じる拙さ
ゝ 29
8 --.-未熟な助産技術 ▲
≠ ¥ 芸 243 .4 x z2: ′ 22 L_ 産婦-の声援不足
# I,,'' 単 .= i ,i､…… 149､; 1.Jt -×14 -X-芸慧雷雲諾 ㌢,∠ 火 11 .粋-学びの気づき
′へ▲U r Vー . 7 丸 ､ 8 /._一 心脚 整不足n 3






















































































































































































































































































介助事例 カテゴリー サブカテゴリー 件数 介助事例 カテゴリー サブカテゴリー 件数
l例日n=22 捷玖不足から生じる拙さ 焦りや戸惑い ll 32 6dFrF21 学びの気づき 新たな学び 5 24
行動の遅れ 7 達成状況の確望 5
自分からは何もできない 7 分娩進行状況の把握ができた 4
他のことに注意が払えない 7 焦りや忘れ 4
未熟な助産技術 環境調整の不清 一 1D 28 藷ち着いてできた 3
適切に娩出速度の調節と金枝保護ができない 6 産婦の支援ができた 3
適切に清潔操作ができない 6 未払な助産技術 適切(=娩出速度の調整と会怯保護ができない 8 23内診所見がわからない 3 適切に君甲娩出ができない - 7
娩出直栓の児に対応できない 2 安全に配慮できない 4
_その他 - 1 適切に胎盤娩出ができない 4
産婦への支抜不足 産婦のケアが不十分 13 17 分娩進行に応じた対処の不十分さ 自分で靭帯できない 6 15道切に呼吸法の誘gができない 4 想定外のことに対処できない 6
分娩進行に応じた対処の不十分さ 分娩進行状況の把握が不十分 6 10 時局を考慮し行動できない 3
自分で判断できない 4 産婦-の支援不足 道切に呼吸法の誘導ができない 6 10
学びの気づき 達成状況の確認 4 10 産婦のケアが不十分 4新たな学び その他 I
分娩介助の売れが把握できた 2 7例日rT=41 分娩進行に応じた対処の不十分さ 分娩経過を予対し対処できない 9 22
その他 1 想定外のことに対処できない 7
2例日n=2ー 種額不足から生じる拙さ 焦りや戸惑い 12 18 時間を考慮し行動できない 6
行動の遅れ 3 未払な助産技術 適切に娩出速度の調整と会陰保護ができない 8 16
自分からは何もできない 2 助産技術が全休約に未知 3
その他 I 遺 (=胎盤娩出ができない 2
未熟な助産技術 茸切に会陰保護 できない 5 16 環境調整の不溝 2
適切に居甲娩出ができない 5 その他 ー
適切に娩出速度の調節ができない S 学びの確信と振り返り 産婦.胎児への支援ができた 5 15
その他 新たな学び 5
産婦-の支珪不足 産婦のケアが不十分 ll 15 助産技術が向上した 3
適切に呼吸法の誘gができない 4 分娩進行状況の把捉ができた 2
分娩進行I=応じた対処の不十分さ 分娩進行状況の把握が不十分 7 13 産婦-の支珪不足 適切J=呼吸法の誘gができない 7 12El分で判断できない 6 産婦のケアが不十分 4
-学びの気づき ､ 達成状況の確認 9 12 その他 I
新たな学び 3 8例日n=21 学びの気づき 助産技術が向上した 9 24
3切目∩=22 未熟な助産技術 適切に会陰保課ができない 6 2 5 新たな学び 8
適切に娩出速度の調節ができない 5 環境訴垂ができた 2
環境調整の不備 - 5 . チームメンバーと連携がとれた 2
適切に胎盤娩出ができない 4 自分で判断できた 2
適切に胃甲娩出ができない 3 その他 1
その他 2 分娩進行に応じた対処の不十分さ 想定外のことに対処できない 14 21
学びの気づき 産婦の支蛭ができた 5 22 分娩経過を予弟し対処できない 7
助産技術が向上した 5 未熟な助産技術 適切に娩出速度の王胃善と会仕度BFができない 7 19
環境調整ができた 4 適切lこ肩甲娩出ができない 5
蛭 婦の進行の速さを実感した 4 胎盤娩出ができない 3
進歩がない 2 助産技術が全体的に未熟 2
その他 2 環境調整の不倫 2
分娩進行に応じた対処の不十分さ 分娩進行状況の把握が不十分 7 ll 産坪への支援不足 産婦のケアが不十分 8 4ー
自分で判断できない 3 適切に呼吸法の誘gができない 8
その他 1 心理状態の調整不足 宍張.慌てる 4 7
産婦への支埋不足 適切,=呼吸法の誘導ができない 5 9 実施を忘れてしまう 3
産婦のケアが不十分 4 9例日rt=22 学びの気づき 新たな学び 14 34
軽挨不足から生じる拙さ 焦りや戸惑い 5 8 産婦への支援ができた 8その他 1 助産技術が向上した 5
他者との連携 報告やた録が不十分 2 3 落ち着いてできた 3
その他 1 蛭族を生かす 3
4例日n=22 分娩進行に応じた対処の不十分さ 分娩進行状況の把握が不十分 10 24 分娩経過を干満し対処できた 2
想定外のことに対処できない 7 その他 1
昏捷応変I=対処できない 分娩進行に応じた対処の不十分さ 想定外のことに対処できない 9 18自分で判断できない 3 分娩種過を予潔し対処できない
未熟な助産技術p 適切に清潔操作ができない 6 22 未熟な助産技術 遺切に金枝保班ができない 9 15
環境調整の不倫 5 適切lこ貫甲娩出ができない 3
適切に百甲娩出ができない 4 安全に配慮できない 2
適切に会陰保証ができない 4 その他 I
娩出直後の児に対応できない 2 産婦への支援不足 道切に呼吸法の誘gができない 8 9
その他 . 1 産婦のケTが不十分 3
学びの気づき 新たな学び 7 21 その他 7
助産技術が向上した 5 10-12例日n=4 学びの気づき 助産技術が向上した 10 29
落ち着いてできた 3 産婦.胎児への支堤ができた 6
産婦の支援ができた 3 落ち着いてできた 5
進歩がない 3 今牡の課且 5
産婦への支捷不足 産婦のケアが不十分 5 10 独り立ちへの不安 2遣切に呼吸法の誘尊ができない 4 その他 1
その他 I 未払な助産技術 環境調整の不備 6 2
その他 2 助産技術が全件的l=未熟 5
5例日n=21 未熟な助産技術 逢切に娩出速度の訪重と合性保護ができない 9 23 適切に所帯巷特の解除ができない 4
適切に胃甲娩出ができない 5 安全に配点できない 3
遣切に胎盤娩出ができない 5 適切に会桂保杜ができない 3
遣切に尊尿ができない 2 その他 1
助産技術が全体的に未熟 2 分娩進行に応じた対処の不十分さ 分娩種過を予沸し対応できない 9 4ー
学びの気づき _新たな学び 5 15 想定外のことに対応できない 5
落ち着いてできた 5 産婦への支援不足 産婦のケアが不十分 5 a
産婦の支援ができた 5 適切に呼吸法のZ芳辞ができない 3
分娩進行に応じた対処の不十分さ 想定外のことに対処できない 8 15分娩進行状況の把握が不十分 7
産婦-の支珪不足 違切に呼吸法の誘gができない 7 1 3
産婦のケアが不十分 S
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茸切に呼吸法の読書がで きな い 呼吸法など､-書生NIと共にtB力していくところも､何がなんだかわからないうちに､丘NIさんがどうしたいのか.走Nlさんにどうして欲しいのれ 考えが追い付かないままに児の娩出となってしま.)
た.
丘挿さんの呼吸に合わせることが大切で呼吸の様子を見ながら努Iの含団をしていかなくてrれ けヽないと患じた.
分槻 行に応じた対地の不十分さ 分娩I行状5Za)た玉杯 十分
分鵬 且中のポイントを押さえ'U セスメントし.q告.ブランを実行することがまだまだ出来ていないと患う.
次はもつと妊姓経過や人民所見から自分がどんなことができるかi,暮汁して考えるようにしたい.










表27分娩介助 2例日 自由記述 n=21
カテゴリー サブカテゴリー 内容














































































表28分娩介助 3例日 自由配述 rl=22
カテゴリー サブカテゴリー 内容



















































































他者との連携 報告やだ録 ~が不 十 分 報告や妃録をせず.すっと産妹さんに付いてしまい､正確な記録ができなかった.助産技や母子手qEの正枝などうまく時間を調整してた録すること
89
表291分娩介助 4例日 自由記述 rl=22



























で きな い ました.
急がなくてはいけない状況の中でもう少し冷静に自分-のやるべきことを考えられたらよかつた.分娩室全体がI{タIくタした状況の中で自分もそわそわしてしまった.





















娩出直後の児に対 応 できない 娩出直後の児の枝葉と処昔.胎盤娩出が特にできなかった.児預娩出-所帯切断までは時々手間取ってしまったL)時間が長くなってしまったり時があるので手早く行っていくようにする.














落ち着いてで き た なるべくおちついて介助することを目標にした.はじめはおちついていた.児を娩出したあとは気持ちの切りかえがきちんとできて.おちつきをとり戻せたのでそこは良かつたと思う.
少しずつだが.落ち書いて介助できるようになってきたと患う.
















表30 分娩介助 5例日 自由配送 rl=21
カテゴリー サブカテゴリー 内容



















適切にg環ができない 書尿は､産婦さんが痛がつていたので止まってしまった.摂子の扱いr=tlれていないので､手で行うべきだった.it の手技がきちんとできなかった.消書の際にし かLJ尿道ロの位tを確守して力iii ルを挿入していくようにしたい.























































表31分娩介助 6例B 自由妃述 n=21
カテゴリー サブカテゴリー 内容




















































































表32分娩介助 7例日 自由記述 n=21















































































表33分娩介助 BeI日 日由紀述 n=21
カテゴリー サブカテゴリー 内容





















チームメンバーと速決がとれた 分娩準備までは落ちついてメンJ{-とtB力して行えたと患う.チームメンバ-に協力LT準件をすすめていただけ ので.7m=合わせることができて良かつたです. .




































が で き な い 秩在をだせるようになりたい.
肩甲娩出は時Arlがかかってしまい.もつと早くに状況を指事舌さんや先生に伝えなくてはいけなかった.
珠頭結節が外れ.短息呼吸が連れたため.荊甲娩出が-気に行われてしまい､児頭が出てからの撲助がうまくできなかった.



























































分娩種過を予iRIL対 処 できた 人妻.準dfのタイミングはよかつたと患う.児巧の下降串からアセスメントして外5ilを行うことができたと患ラ.
その他 産んだ後.産婦さんに7fをかけると.ありがとうと涙を藷してもらい､私の方がありがとうございますだ.つて思って泣きそうになった.



































適切に肩甲娩出が で き な い 肩娩出rしっかりもつてて｡いきんでしまうかもしれないJとアドバイスいただいたが､どこを持っていればよかつたのか.前在を出すところまではしっかりできたけれど.後在がぐわ!つとでてきてしまった.
左手の児巧の第3回旋の介助や政をガーゼで拭くこと,巻緒の確盟できず.第4回旋をゆっくり待つこともできず.斜めの状態で児を娩出させてしまった.
安全に巴丘で きな い 児が安全に娩出できるようにする.今回は児が小さく.スルスルと出てきたので落としそうになってしまい,児の把握をしっかり行っていかなければと思った.
その他 胎盤はまだ剥離していないかと思ってしまった. _















表35分娩介助 10例日 自由記述 rf=20
~カテゴリー サブカテゴリ⊥ 内容
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資料8 看護系大学学士課程助産学生に有用な産婦ケア(分娩介助を含む)の
教育方法の開発(基盤研究A 代表 新道幸恵)2班 第2回会議報告
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資料9 長野県看護大学研究集会 発表資料 154
資料 1-1介助事例概要
学生 年齢 既往妊娠 分 既往妊娠 在胎 在胎 分娩 分娩開 児娩出 胎盤 分娩所要 (分) 出血1 2時rFln扱 t○taf 児の 児の All Ap5分 : 持た事7X
切放 挽回軌(妊) 分娩回教(良) 王政 BtS 様式 _始時間 時間 娩出時間 時間( ) 分娩時(♂ く由 一 出血1(め 性別 体壬(め 分(点) (点ー
A1 32 2 1 38 ･5 自然 8伽 21:40 21:47 13 47 5i1 10 571 2 2880 9 10 第2児*芯児中穂
A2. 31 0 0~ 38 3 吸引 10:0 9ー:ー3 19:15 9 15 ~1980 25 ~1985 1 3530 現f裂il 吸引分娩 アプレゾIJン ハイドE)コー トン AtEl夫立ち会い 力ンガ/レ-ケア .希望 分娩時弛ヰ出血(1960ml)出血性ショック ルブミン250T 早期屯水 子吉内感染症~
A3 92 2 1 40 ■3 吸引 9:30 23:34 23:38 14 8 215 1 3440 人工羊水注入 回旋共*.鞍罰挿dF吸引分娩 夫立ち会い カンガルーケT希望 ~
A4 35 0 0 37 =5 自然 0:50 8:48 9伽 8 -1q 740 45 785 1 2558 9 10 Jt枕 立ち会い希望なしカンガルーケア
A5 38 1 一3 39 ¢ 自 5伽+.12:18 12:2¢ 7〉 26_ 230 35 265 1 3668 8_- 9 _ カンガルーケア
80人8 34 1 0 40 0 自然 2伽 12:13 12:20 10 20 300 90 390 1 3542 10 10 cpD疑い(BPD大)グッドマン 7トニン開始鼓分娩 夫立
人7 33 0 0 41 o~ 自然 2:40 14:30 1一:35 12 5 420 290. 710 1 3444 9 10 負性血小板j*少症 ブロスタ+アト3 3正真dF 夫立ち会い カンガル ケーア
A8 31 I 0 39 0 自然 5:40 18:20 1827 13 47 30 45 345 2_ 2620 9 10 金Fi切刃
A9 19 0 0 39 5 自然 5カ0 ll:09 ll:14 30 1■ 350 25 375 2 3380 8 10 カンガルーケア 夫立ち会い脱JIあLJJi卓裂dF-
81 28 1_ o~~. 41 2 自然 3:○ 20:01 20:34 17 34 565 79 644 1 310 8 9 予定日超過のため改発入玩.メトロで2E3M伊井.羊水混5IJ8体先払.胎児長死枚侯見られた.正★分娩に乏る 児は.先払 8.2℃ 坤吟fIの呼吸見られDr珍dE&NlCU入院
B2 26 0 0 40 I 自然 5:30 22:42 22:50 17 20 539 49 588 2 3350 9_ 9 - 前期破水.ブロスタルモンFl=て誘発.妊JE高血圧症候群丘状出現し 鹿妻にて正常分娩.弛珪出血.建蛙衷ilⅡ皮
B3 25 0 0 37 2 自然 6カ0 20:58 21.84 15 4 160 68 226 2_. 2940 9 9 , 前期七水.会佳奈iIⅡ丘.
a+ 32 0 0 40 2 自然 22:0(SOB) 7:59(31日) 8カ5 0ー 5 87 123 210 1 320 9 -9 頚部ニⅠ巻柘.ef帯切斬し児娩出.会陰果dl.
B5 24 0 0 40 3 自然 19伽(3日) 8:34(4E3) 8:42 13 42 377 347 724 2 - 3195 8 8 Pr帯巻格.頚部1回.弛JI出也.会B裂dlⅡ丘.
B6 32 2 1 39 0 自然 8:00 ll:04 ll:13 3 13 220 45 265 2 2854 9 10 会性交ilⅠ丘.夫立ち会い.
B7 31 1 0 38 3 自然 8:30 19:33 19:42 ll 12 275 45 320 2 3218 9 10 金片裂iIか分ⅡJt.u)良.夫立ち会い.力ンガ レ-ケT.
89 23 3- 2~ 40 4 自然 8:00 ■､16:40 1_6:46 8 46 0 628 628 2 3040 8 9 会妓衷dlⅡJI.力ンガJレ-ケア2日.
C1 26 0 0 38 4~ 自然 4:30 21:53 21:59 17 29 190 30 220 2 2829 9 10 カンガ/レ-ケア
C2 30 1 0 40 4~ 吸引 9:0 19カ7 19:ll 10 ll 651 20 871 2 302B 8 .■9 フィリピン出井 ､ブロスタ点+アト点.吸引分娩i応.屯雨挿dFJb児長死 クIJステレル パルン℡t
C3- 34 1 1 39 1 自然 21:(氾 13カ6 13:1ー 18 十日 360 70 430 1 3258 9 9 丘* 力ンガノレ-ケT
C4 23 0 0 39 3 自然 1:0 12:29 12:35 35 35 372 60 432 1 3324 8 9 感染症疑いにて児くべ-ス(=一日也 #扶 夫立ち会い カンガル ケーア
C5 35 2 2㌔ ■40 2 自然 9:30 18:37- 18:46 9 18 ~142 150 292 2 3792 9 10 仰臥位がきついとの訴えあtJカンガJV-ケア 旦件L)分娩金F&衷4
C○ 26 0 0 38 ○ 自然 9カ0 13:32 13:37 4 37 91 95 188 2 2878 9 10 金Fi崇it
C7 28 0 0 39 _4 自然 20:00 9:45. 9:5i 13 54 375 40 415 2 2492 9 10 第2期に血性羊水みられるクベースに入る クリステル圧出 右付会 切南 井位胎生部分早封 ー
CB 26 1 0 40 5 自然 13:00 18:31 18:43 5 43 299 20 319 2 2B82 9 9 カンガルーケア 夫立ち会いLDR
C9 30 0 0 40 8 自然 16:00 14:15 14こ19 46 19 110 35 145 2 2766 9 10 夫立ち会い 切迫早産のため入坑
D1 26 1 1 40 4 自然 0カ0 4:54 5:02 5 2 268 30 296_ 1 2822 9 10 会妊裂dlⅡJI
D2 39 2 2 37 2 自然 18:50 21:43 21:50 3 0 155 30 185 2 3108 9 10 金柱St4Ⅱ丘 妊■15王から37丑2日切迫早丘にてウテメリン瓜用-抜去iL分娩 呼吸法 人分から10分,lSZ野作成
D3 28 0 0 40 1 自然 0:00 ll:05 ll:10 ll 10 128 20 148 1 3ー38 9 tO 食性BldFⅡZI 羊水混満十立ち会い分娩希望なし
D4 30 1 1 39 2 自然 0.30 ll:54 12カ4 ll 34 /222 30 252 1 3390 9 10 会Fi崇iIHE34W食血(内服あt))
112
例牡 , 娩回数(妊) 分娩Eg)敷く産 王数 ElfB 様式 姶時間 時間 娩出二時間 時間( ) ~分娩時-(め (め ~出血1(め 性Bl 体王(め 分(点) (点)
Dj 31 0 0 41 4 自然 21:00(5【‖ 22:53(etl) 23:08 28 8 B30 70 900 2 3ー28 9 9 立ち食い分娩 会性切詞 アト二ン任用
.D9 31- 2 2 40 6 自然 3伽 7:43 7:47 4 47 p 108 50 158 2 3354 9 10 会陰裂4Ⅱ正 立ち会い分娩
D10 23 0 0 40 ･3 自然 20:30 12:29 12:34 18 4 124 120 244 2 2928 9■ 10 会Fi裂itE丘 多針 立ち会い
･E1 29 1 1 39 5㌔~ 自然 12:50 16:35 16.r41 3 51 40 319_ 359 1_ 2912 9 10 ~ 前期破水にてビクシリン1(投与 分娩までCTG所見連発通性徐脈三回あり 金片崇dlⅡ度 会倖妊合あり
E2 35 4 ~ 1 40 3_ 自然 1カ0 7.42 7.49 6 49_ _310 627 937 .1._ 3568 9 lO_ 立会 前期放水 8年ぶり 金持衷4EⅡfL 分娩兼Ⅳ期までの出血627g
E3 28 0_ 0 39 0 自琴 23:30(16日) 0:20 0:19 24 59 273 303 576 1 2814 -8 一〇 立会 鞍弱陣Aに'U トニン0任用 会陰崇4FⅡ圧 気J4NlCub ,
~由.-~31 1 1 ~39 1~ 自然 22:(XI 15:47 15ニ55 17 55 ~~109 30 239 ~2~J 2648 8 9 立会 妊ai賞血あL)34jlHb9.4/dl会汝StdFⅡZl 会陰色合 不当かI体暮児
E5 20 0 0 41 -1_ 自然 18カ0■(2日) 20:42(7日) 20:48 26 48 1585 60 1645 2_ 320 9 10 立会 共血あL)有効舟A来す 会Fi衷tt丘 弛牡出血1645t.羊水混51(◆{)児薄FIJ*少-児NⅠCUへ 過呼吸(T期)書血Ef(lXI
_良 30 1 1 38 5㌔- 自然 16伽 0:49_ 0:52 a 52 二1一2 gO 232 1 2812 9 9 立会 全株裂dFⅡZt 9針
E7 29 1 1, 39 ㌻5 自 3:00 17:49 18カ4 15 4 180 50 230 2 3026 9 10 立会
ES 25 0 0 40 ,8_ 自然 2カ0 15:40 15-.48 61 48 282 ･50 332 2 3496 9 10 立会 避妊分娩 回旋井常の .ない 分娩促進 甘事件4
~E9 30 0 0 40 ≡o 自然 1B:00(8日) 17:19(9日) 17:28 23 28 455 30 485 2 3002 9 10 食性虫斗E丘 多針 アトニン05JL位
Ft 33 3 1 38 1 自然 21:00(18日) 10:46(9日) 19:57 13 57 910 60 970 I 2778 10 一〇 力ンガJレ-ケアアトニン0,5JL位
LF皇 39~ 1 1 38 :5 自然 10:30 12:38 12:48 2 18 321 35 356 1 2786 9 9 立会 会Fi衷dFⅡLt
F3 29 0 0 41~ .0 自然 12:20 18:13 1827 6 7 ㌧545 300 850 1 3594 0ー 10 立会 分娩沃先PGE2
F4 32 0 0 39 .~2 自琴 2カ0 15:59 16:12 13 59 702 55 757 2_ 3178 8 8 土筆 _
F5 【34 3 1 39 二〇 自然 5:00 15:49 15:57 10 57 =378 115 493 1 2890 9 10 食性虫斗Ⅰ丘 付き添いあL)
F7 26 ~0 0 39 OJ 自然 18:00(31日) 0:28 0:50 6 ~50 :L85 40 125 2 2934 9- ~10 会位裂dHJIpGE2F'α千%RI熟化と叶4放免のため
F8 28 0 0 39 ;5 . 自然 18:α) 1:08 1:16 7 16 三350 83 433 1 279-2 9 10 立会 :
F9 35 2 2 41 .0 自然 10:【泊 21:45 21:53 ll 45 284 85 349 1 3556 -9 0ー 会Fi衷dl
F一o 27 1 _1 _40 4_. 自然 _3:00 6:19 _629 3 29 I_2由 _ 4`5 309 1. 3986 9 10 立会 牡合 _
Gl 30 0 0_ _39 3_ 自然 20:(沖 14こ24 14:30 8ー 30 593 30 623 2】 3304 8 9
G3 30 1 0 39 6/_ 自然 1カ0 8ーこ28 16:32 5ー 32 1808 400 1406 2 2746 8 9 熊d出血
64 28 0 -′ 0 41 ~5 自然 3カ0 6ー:12 18:18 13 12 588 110 698 1 3160 ■ 9 Di生先夜死
G5 24 0 0 39 ミ1 自然 I:00 13:01 13:08 9 6 290 80 370 2_ 3738 8 9 HFD児
G7 27 0 0 39 4 自然 3:SOP 16:21 1623 13 57 680 8ー0 860 I 3048 9 9
~G8 30 2 1 38 3 ~自然 1:30 12:39 12:44 ll 14L 343 50 393 ~1 3458 8 tO 夫立ち食い 食性StClJZ(
G9 27 0 0 37 4 良 1~9伽 17ニ56 18カ3 22_ 3 155 40 195 2 2418 9 9 立会 会Fi製4ⅡJX催出生件I児 _
G1-0 38 1 1 40 I 自然 3:20 5ニ28 5:31 2~ 16 499 110 609 1 3012 9 ■10 押JIiI見(+)持去 食性裂4IZl
Gll -28 1 1 39 _:4 自払 I:50 16:33 16:39 14 49 147 100 247 1 2778 9 9 金Fi裂itⅠ正 夫JrJ>赴任中だが1暮に連轍 しい
二HI_- 20 0 ~0 39 1 自然 1!:30 17:35 17:42 29 42 340 50 390 1 2970 10 10 人工破JI実先 口書見あり左右小F&書JfIt崇4
H2 30 0_ 0 40 5- 吸引 _22:(刀 ll:57 12:02 38_ 2 _1514 60 1574 1 8 9 焦血 早耕せ水 羊54(++)児舶 気味 胎任吸引丘扶群弛&出血 Z社分娩
H3 34 I .1 40 こ2' 自然 3カ0 4:16 4:2○ 1 26 172 2 2844 :9 10 ~gE薄丘の危族性 前世付■での入院 .
H4 ･23 1 1 38 5~~ 自然 10:40 16:15 16.15 5 45 170 75 245 2 2312 9 10 巷絡2回(ZL辞と左足首)巾期放水 PFdF促iI
H5 27- 3 0 38 ~5 自然 22.a) 11カ0 11カ9 13 9 -347 45 392 2 3050 8 9 ★1期ZE社 会Fi切PI
1 1 3
学生 年鈴 放任妊娠 分 放任妊娠 壷胎 在胎 分娩 分娩内 児娩出 胎生 分娩所要 (分) 出血1 2時間鼓 totJLl 児の 児の Ap1 Ap5分 特定事項
eI敢 挽回敷く妊) 分娩回歌(産) 道政 日齢 様式 始時間 時間 娩出時間 時間( rBl) 分娩時(d 也) 出血土(d 性BI 体重也) 分(点) (負)
H9 30 0 0 37 2 自 2分0 8:16 8:25 6 25 280 15 295 2 2320 .9 10
H10 27 2 2 _ 37 ･8 自然 12:30 14ニ25 14:38 2 8 120 50 170 1 2394 8 9 _前期破水 E22蛙で拝A粥始 児小さめ 胎盤娩出故子吉収JB不良 アトニン.メテルギン
Ⅰ1 21 0 0 41 3 自然 5カ0 19カ0 19:10 14 10 176 65 241 I 3484 9 9 予定日超過 誘発分娩
12 31 0 0 39 0自然 9:30 13:41 13:48 28 18 465 35 500 1 2874 9 10 母拝先払あLJ前期破水
3ー 25 1 1 40 -0 自然 16=0 20カ0- 20:07 4 7 115 300 415 2 3018 9 10
I428 0 0 39 4 自然 22:(氾 15:49 15:55 17 55 402 10 4ー2 2 2436 9 10 圧EtI会位切開 低出生体I児
Ⅰ5 23 0 0 38 3 自然 22:∝l 3:37 3:44 5 44 ･149 40 189 2- 2366 p9 10 低出生件Ⅰ児
16- 32 3 1 39 5 自然 3:00 0:30 0:37 21 37 618 753 1371 ~l 3028 .9 10 Ⅳ耕出血多く3hまで分娩圭にて過ごす
J7 35 1 1 37 ○ 自然 20:30 3カ2 3:07 5 37 310ー 410 720 2 3240 8 10一 GBS(+)血圧暮め
l8 38 2 1 刺 3 自然 9:20 13:29 13:45 4 25 578 一日3 1181 2 2976 9 ･10 前期止水沃先 Tトニン点54児性クベースt哩となる
Ⅰ9~- 28 0 0_ 39 8 自然 18:30(22日) 14:20(2 日) 1一:30 44 0 414 484 -898 2 2530 9 10 前期放水 Tトニン点頚 羊水混濁あL) Gas(+)
Ⅰ10 32 2 0 40 5 自然 8:0(2 日) 10:03(27日) 10:08 26 8 250 280 530 I 2918 7 10 Tq期親水切取 圧出 児はクベースf理
J1 26 0 0 39 4 自然 6:30 15:52 15二13 8 43 260 278. -538 _2 2852 9 0ー 立会 カンガルーケア 人工破瑛 斗尿 点まあL)
J3 34 0 0 40 8 自然 8ご0 12:15 12:23 4 23 377 70 447 1 3206 a 9 立会 圧出 会柱切再 会Fi裂書Ⅱ正 分娩沃先にブロスタFlα
J5 28 0 0 40 0 自然 5伽(29日) l:01(SO田) ll:ll 30 ll 470 25 495 1 3366 8 10 . 立食 圧出 食は切伸 羊水混5Iありアトニン任用 廿Ⅵlー■
J6 21. 0 0 39 .4 自然 5:00(31日) 18:39( 日) 18:52 37 52 210 07 277 1 3460 9 9 会擁裂dtⅡLl アトニン フE)スタFJq任用 立ち食い LDR任用 鞍弔FtA 圧出分娩
J7 28 2 2 37 8 自他 2カ0 5:13_ 5.10 0 20 teO 45 205 I 2842 9 10 会FiSt4JJZ 立ち会い カンガルーケ丁
J8 30 3 1 40 4 自然 l:(氾 20:14 20:12 9 22 Le50 60 710 1 3304 9 10 立食 LDRtt用 会Fi裂dFユa:脱ElソルT-ム.Tトニン-iA任地qE吸によL)児はクぺス書理
J9 32 0 0 40 4 自然 7伽 0:51 1伽 18 0 220 40 260 1 3152 9 10 カンガル ケー7'子宮収拍不良アト二ン使用 人エ棚 *性交4FEJl
J10 29 0 0 38 1 日払 11分0(25日) 14.,45(26E3) 14ニ52 27 52 174 25 199 1 2748 91 ~10~ 前期破水 E..F.a.Tトニン使用 会F&切開 圧tEl(2回)書qF+4
KT 27 1 1 40 8 自然 2:ー5 12:50 12:56 10 41 500 135 435 2 3440 9 10
K2 22 1 1 40 2 自然 5:30 10:36 10:44 5 14 73 190 263 2 3278 9 9
K3 23 0 .0 40 4 自然 8カ0 16:22 16:40 10 40 203 60 263 2 2838 8 10
I(4 40 B 3 - 39 1 日払 10:30 15:54 16カ2 5 32 555 20 575 1 3090 9 9
K5 23 2 1 40 0 自然 0伽 2:30 2:34 2 34 95 5 100 1 3114 8 9 X鞍廿 ZLかe姑1国
K6~ 29 1 1 39 0自然 21:0 23:42 23:48 2 48 460 40 500 1 .3088 8 9
K7 27 4 3 39 1- 自然 19:30 22:08 22:15 2 一5 439 111 550 2 3288 9 tO
K8 32 1 1 40 2 自然 1:00 7:35 7こ43 6 43 218 100 318 1 3138 8 9
K9 29 1 1 39 1 自然 17:∝l. 20:39- 20:46 3 一8 220 20 240 2 2552 8 9
K10 27 2 1 41 0自然 20:00 0:01-.0カ8 4 8 341 tO 351 1 3688 10 10 VSD合併 .
K10 21 0 0 40 3 自然 4:00(19日) 12カ7(20【ヨ) 12:13 32 13 406 0ー 418 2 3104 9 _ 9 立食 F&宍dFソセゴンにて促iL
K12 31 1 1 38 5 自然 9カ0 10:50 10:55 1 55 79 30 109 ･1 2840 ~9 9 TQJl書水
L1 26 0 0 40 3 自然 5分0 13:40 13:49 8 l49 954 95 0ー49 2 36一〇 -9 tO 妊■1血Zt丘扶群 れ神社水
L2- 22 0 0 38 2 自然 1:0 10:54 ll:00 10 0 288 50 338 2 2742 8 tO
L3~ 27 I 1 39 5 自然 5:15 18こ27 16:33 ll 18 370 45 415 2 3288 8 9
L4- 29 2 2 _ 40 8 自然 14:∝l 21カ9 21:24 7 24 394 255 649 2 3043 A tO 弛捷出血 胎盤娩出暮&TトD 任用
L5 38 1 1 39 0自然 10:30 16:34 16:41 8 ll 1bo 65 165 2 27TB 9 10
L¢~ 38 1 1 一1 5 自裁 13:03 13:53 14:05 1 2 637 200 837 1 3060 9 10 分娩凍尭 弛dtl血 沈娩出牡もTト3 度FR
L7 34 1 1 39 2 自然 3:40 13:16 13?7 9 47 687 230 917 1 3326 8 10 弛捷出血 胎I娩出ttTトニン任用
L8 30 1 0 40 0 自然 1:00 10ニ42 10:50 9 50 579 80 659 2_ 2982 8 9 弛牡出血 胎盤娩出&7'トニン任用
L9 32 0 0 39 1 自然 19:00 15:19 15i26 20 26 1364 123 1487 2 2981 8 9 弛捷出血
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学主 年齢 既往妊娠 分 庶往妊娠 在胎 i胎 分娩 分娩河 児娩出 胎盤 分娩所要 (分) 出也t 2時間後 total 児の 児の Ap1 Ap5分 特定事功
dh~: 娩回数(妊) 分娩回放く産) 丑鼓 日鈴 様式 姶時間 時周 娩出時間 時間( ) 分娩時O -_ (d 班血l(め 性Bl 体重(め 分(点ー (点)
:N1_i 28 1 1 40 4 自然 7:30 15:19 15:25 7~ 55 ､300_ 345 645 2 3515 8 9
M2-I.34 10 0 40 6 自然 0:00(28日) 13:42(29日) 14:10 38 10 250 340 59tI I.1 3400 9 10.
M3【二･iB 0 _0 40 0 ~ 自 1:00 10:55 ll:10 10 10 300 15 325 1 2960 9 9
-.M 28 1 0 42 1 自伝 11分0 16:56 17:09 6 9 150 95 245 _1 3120 8~ 9
M5 30. 2 2 38 3 自然 21伽 0:46 1カ3 4 3 85 130 215 2 3195 9 9
MB 35 1 1 40. 5 吸引 4:30 15:14 15:17 10 47 i40 115 355 2- 3480 9 9 胎児tI能不全 会位切開 圧也
H7~ 38 3 2 40 0 自然 11カ0 14:13 14:38 3 38 200 100 300 1 3795 8 9 前期吐水 拝dE妖光会陰裂dFⅠ丘 FE卓裂if 外抜群血JI
M8 28 0 0 41 0自然 10:30- 20:58 21.09 10 39 275 105- 380 2 3360 9 10 J2重.小技書をdF ~
M9- 20 0 0 40 _`3 自然 23:30 14:42 14:55 15 25 580 140 720 1- 3330 8 ~9 羊水過少(母体i血EEtL向)仲A誘発 点労tL故罰FtA■促jl 胎児胎生牡能不全弛斗出血 Ji垂衷4 台位衰4ⅡJZ _
N1 24 1 0 39 4_ 良 8カ0(17日) -19:50(8日)20bo 18 0 230 6ー0 390 2 3240 ~9 10 任身長での出立 早期破水休Ⅰ 20kl叫 声位書裂dF
N2 2号 ~○ 0_ 41 -3- 自然 6:15 17:42 1:27 7~ ~50 521 45 568 1 2714 8 9 予定日超過 ELPG手水混5屯十台t&切珊
N3- 25 0 -0-- i9 ○ 自然 17伽 4:33 4:49 ll 33 ･3do 110. 500 2 2544 9 10 plH.前XI寸水 金位切開 鼓未使用
山5 22 0 0_- 39 4 自然 18カ0 20:56 21:06 4 51 1025 1170 2195 1 2992 8 9 前期破水 弛di出血 メテナリン.アトニン 全株崇4ⅡJl
NEI -37 1 0- 40 2- 自然 10:30 8:33 6:56 20 20 525. 370 895 2 3542 9 9 食性衰IIJI 弛雀出血
~N7 30 0 0 40 I 自 13:【氾 21:56 22:03 9 3 770 40 810 1 3680 9 9 巾期せ水pGEJFla アトニン任用 会F&切内 羊水;1518枯2回 メテナリン任用
_N8_ 28 3 1 39 ¢ 自然 5:00 18:05 18:12 ll 12 600 45 645 1 3408 7 9 GβS(+)早JZI放水 出血多くTト二シ任用 会F&St4ⅡZl
_N9- 32 0 10 33 5 自然 19:00 0こ22 o:-32 5 32 190 25 215 1 2854 9 10 巾期せ水 PlH余技宍4ⅡZl
01 24 2- 01 -39 6 自然 2:40(18日) 16カ2(9日) 16カ9 37 29 145 40 185 2 p 3134 10 //10 早期甘水 丁トニン吐用 会持切所
03 30 2 2 39 1 自然 20:00~ 9:16 9:23 13 23 3ー0 65 375 1 3546 9 10 人工寸J**榛東4日(
-04 29 1 ○ 39 _o~~ 自然 23伽 20:42 20:53 21 53 i30 50 380 1 3050 9 tO 杜兼任用 J*7Feヰ1回(ZI却)早期功水 メテナlJンまFq会f&製4td:
_06 31 0 0 40 0 自然 20:00 5:28 5:38 9 38 490. 55 545 .1 3228 9 10 Tq期せ水 金姓裂dl正圧 7'ト〇 .メテナリン長用
07 21- _2 1 40 0 自然 ll:40 13カ0 13:08 1 28 325 6ー5 490 2 2826 9 9 前期故水 アトニン任用 メテナリン任用
-08 33 3 1 40 1 自由 12:0く3日) 2:27く14日ー 2:41 14 41 ¢20 45 665 1 2800 9 10 会FiSt4Ⅱd:
99 22 0 0-- 40 2 自然 12:00(9El) 19:57(20日) 20:07 39 7 440 80 .520 2 273EI 10 10 早期破水 会F}裂4日(
p1 34 0 0 41 4 自然 6.80 9ー:27 19:40 13 40 145 30 175 2 3007 5 8~ 羊水過少 Et先日的で入坑兜胎生吸引丘伎群にてNICU～
-P2 35 1 1 37 1 自然 7:15 10カ0 10:15 3 0 70 90 160 1 2765 7 10 Tg期止水 胎児tL舵不全 *位宍4ⅡZl 新生児伝死TJt
P3 34 0 ○ 37 3~ 自伝 16カ0 0:43 0.54 8 54 100 315 415 2 2565 9 10 Tq期破水 PFA研先 金柱StdlⅡLl
P4 26 2 1 41 1 自然 21:30 3カ8 3:18 5 48 150 _170 320 1 3180 8 9 干支E]超過 妊JF暮血圧症候拝 金泣虫ilHt
p5 38 1 1 40 5 自然 ll:00 15カ5 15:20 4 20 25 90 115 2 3210 8 9 全件朱書Hl
P6 27 0 0 36 3 自然 3:10 -10:46 10:56 7､ 46 55 日0 165 1 2605 10 tO 早生 巾Xqせ水金姓崇dH d:
P7 33 1 1 39 4ー 自然 9:00 14:30 14:52 5 52 170 4ー0 /310 2 2968 10 一〇 J2重.小良書具il 会F&裂GrTd:
P8 30 0 0 38 3 自然 3カ0 10:22- ll:28 8_ 18 40 55 95 1 2290 9 10 巾期破水 胎児書能不全 金片514日( 切PTJ*重文dF
P9 35 1 1 40 ~5 吸引 1:50 8:52 7:05 8~ 15 65 90 155 1 3245 9 9 胎児t能不全 会F&切開 吸引分娩 *F&衷dlⅡzl(部分的にⅡLl)
P一o 30 0 0 39 4 自SS 21:0 7:24 7:33 10 -33 80 70 150 1 3440 9 10_ 胎児胎生牡能不全 珪±衷4F
PIT 31 1 1 38 1 自然 3:00 5カ5 5:13 2 13 50 95 145 2 2545 8 9 fB分胎&早期封書 胎児胎生dt舵不全 食性St4Ⅰ丘
q1 38 2 2 39 3 自然 15:00 16こ58 17:17 2 17 500 247 747 2 2810 9 9 前期破水 FtA功先 金Fi片追dF
02 30 0 0 40 1 自然 16:00(5日) 0:55 1:05 9 5 200 130 330 2 2785 9 10 J**封書HZl)
03 30 0 0 38 ○ 自然 7:00 13:2-3 13:33 6 3? 125 170 295 1 2885 9 9 胎児胎生tA能不全 ⅡJZ金拝貞4F
■04 30 0 0 41 二1 自然 23:OO(18日) 2:30 2:40 3 40 520 140 660 2_ 2675 9 10 加期せ水 胎児胎生tL能不全ⅣJlSt4 Ⅱ苅出血
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学生 年缶 既往妊■ 分 既往妊娠 在胎 在由 分娩 分娩同 児娩出 胎生 分娩所要 (分) 由血1 2時間徒 total 児の 児の ～ー Ap5分 ' 持た事gt ､
BI故 挽回放く妊) 分娩回敢(産) 是政 El齢 様式 始時間 時間 娩出時間 時研く 間) 分娩時(め - (め 出血1(め 性BI 体壬(d 分(点) (点)
Q8 32_- 0 0 40 3 吸引 ll:00(25一日) 12:35(27日) 12:48 49 48 ニー70 70 4ー0 1 3875 8 9 前期破水 ik労性枚弱陣A回旋異♯ 挿A強化 Z廷分 .娩 Ⅳ度会F奈iI 世卓裂dF
07_ 32 1 1 39 4 自然 8:30 'tOニ24 10:32 4 a 160 92 252 1 2875 9 9 会T3接遇it
08 31 0 0 . 41 1 自然 5カ0(31日) 2:14.-2:25 21 25 -550 45 595 I 3195 p9 9 Ⅱ度会娃崇dF弛JI出血
Qi, 20 0_ 0 40 3 自然 ll:ll 23:40 23:55 12 55 400 280 580 1 3440 9 10 tzl畦垂裂書 小柱書裂4
Q9 27 0 0 40 2 自然 2:SOT ∩:42 12:00 9 30 300 180 480 2 3960 10 tO 会位正中切開
R1 36 1 1 39 1 自然 3加 ll:01 ll:09 8 9 _660 20 880 2 2438 9 10 会陰衷斗HI -
R2- 25 2 I 37 2 日払 0カ0 ll:39 t1:46 ll, 46 880 105 -785 1 3130 a 9
R3 21 0 0 38 2 自伝 6:30 10:27 10:44 4 4ー 730 40 770 1 2686 9 10 金Fi切PI出血多くTトニン任用する.
R4 33 0 0 39 1 自然 4:00(19E]) 12ニ14(20日) 12:22 32- 22 50 45p 545 2 2738 8- -9 書市坪書にてアトD 任用する.余技裂AFⅡJt
R5: 19 0 0 39 2 自然 6:00 12:36 12:55 8~ 55 490 130 620 I 3032 9 9~ 会陰514ⅡZl胎盤娩出牡.千吉心拍不良にてアトニン使用
RB: 38 1 1 39 0 自然 19:30(6日) 1:23(7日) 1:33 6 3 850 80 930 2 3360 _9 0ー 会娃裂4Ⅱ丘あL)
R7 24 0 0 37 3 自然 2カ0 4:49 5:08 3 8 150 40 190 2 2398 9 10 会陰奈iIⅡ丘あLJ
R8. 32 0 0 37 4 自然 5:30 16:25 18:32 ll 2 200 140 340 1 2898 10 10 会陰裂itⅠ丘軽食なし1h且にて出血多く.メテナIJン1A食局
R9 25 1 1 40 1 自然 0:30 2:43 2:52 2 22 350 80 430 1 3504 8 9 会陰切RTあLJ
Rio 8 3~ 37 6 自然 14:(XI 16:59 7ー:04 3 4 10 50 60 1 2413 _7 9
S1- 33 0 0 39 ~3 自然 3:30 14:17 14:20 0ー 50 叩8 255 443 2 2985 9 10 , 旺往丘:Ⅰ痘痕★力丘 .Pta促jt任用Tトニン05E食性正中切MJIn括約筋一群上方切rLJI書崇gF(3-4..8'方向).J{イクリルにて4台
S2 24 1 1 40 1 自然 3:00 ll:48 ll:55 8 55 5ー0 125 275 1 2755 9 10 児JJからTq在′故在Jl甲にかけて-Ll娩出 事I 金片裂4.2 t18のバイクリルラビットにて4台
S3 27 0 0 40 0 自然 1420 23:ー4 2322 9 12 85 95 6ー0 2 300) 8 9 片tBt4.金持汝過す
S4 25 0 0 刺 0 自然 14伽 4:27 I:48 14 40 580 ll 591 2 3250 9 9 馳せ出血 せ±514あり.J{イクリル2.OXleきlC4台
SS 32 1 1 40 1 自然 3:30 9:17 9:23 5 53 80 140 220 1 3230 9 8 胎児胎Al故地不全 手洗(+)*F}崇4ⅡJl J{イクリル2.0x1巻き
S○ 28 0 0 38 8 白点 8:20 15:35 15:43 7 23 265 130 375 1 2505 9 10 金FiSl斗lZl.バイQlJル3.0×1eさで4台
S7 34 1 1 38 ●○ 自然 -7:00 12:06 12二11 5 ll 115 150 265 1 2530 9 -9 36点早丘 *柱正中切用.2.0)りeさで暮含
S8- 31 0 0 39 1 自然 14:∝I 1:53 2:01 12 1 320 130 450 1 3140 9 10 Gt】S広重 .金杜正中切粥 .P事過Ji書目lJt*Sl書.小B書書道4 2,OJ{イクリルで4台
S9 22 0 0 40 1 自然 22:(氾 13:03 13.08 8 38 60 475 535 2 3350 9 tO 分娩★Ⅳ期にて右FI+l=血I-サドルバックにて血十枚主群
S10 43 3 2 39 S 自然 181■拍 1:05 1:ー0 9 0ー 200 95 295 1 3135 9 10 n往帝王切BFl持 .前回V8人C.Ⅵ}AO
Sll 32 3 2 40 4 自然 0:30 4:40 4こ46 4 46 280 565 825 2 3805 9 10 I-子′*=子とも弛止出血-一書三子も弛珪出血(825i)
Tt 38 3 0 40~ 0 自然 1:30(2一日) ll:15 ll:22 33 52 278 50 328 2 2912 10 10 鞍弱沖Aのため25Jj9:00よI)7トテンOSJt位によL)辞書J*亜
T2 32 2 2 39 I 自然 13:35 14:19 1一i29 0 54 730 60 790 1 3298 9 .10 拝A甥先のため5日9;30よL)アトニン05JL位投与帝姶
T3 30 0 0 41 0~ 自然' 23.00(12日) 16:∝ー(4日) 18:14 41 4 750 10 760 2 2990 8 9 鞍弔件■のため14日9:20アトニン05JL位でPdEJt汝するち.件A巧く.児ElEtiI.奔JE促し圧出.余技切PIにて北枕出 =ー至も
T5 29 0 0 39 1 自然 -23:∝l 7:49 7:58 8- 58. -150 45 195 1 3112 9 10
T6/ 36 0 0 40 5 自然 1:00 15:33 15:44 14 44 570 30 600 1 3074 8 9 鞍flPIdEのため4日13:50より7'トニン05JL位10mLhメテナリン授与する.
T7 23 0 0 37 5 自然 4こ45 10:05 10:tO 5 25 360 80 440 1 9 10､ 児娩出ttqFH久也下(80食まで)あL).牡兼34で阿姶する.
T8 23 1 1 38 1 自然 2カ0 /6:44 7:14 5 14 ‖OO 40 _ 1140 2 2718 9 10- 胎生が児娩出&30分娩出せず Dー用手別井.出血ナ-ト時まで900〆羊水込み)であり,Tトニン05■位ボトル注し.子音tlヰ促jI.
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学生 -年齢 既往妊娠 分 既往妊娠 在胎 在胎 分娩 分娩田 児娩出 胎盤 分娩所要 (分) 出血1 2時同姓 tohI 児の 児の Apt Ap5分 特定事項
サ& 挽回敦-(妊) 分娩回数(良) 丑軌 BtS 株式 始時間 時約 - 娩出時間 時間( ) 分娩時(め (め 出血1(め 性別 体壬(め 分(点) (点)
U2~: L33 0 ~0 40_ 2 自然 16カ014:14 14こ23 48 23 .785 70 855 2 3166 9_ 10 称賛拝dETトニン使用 前方前頭 LDR真
･U3_ ･4d 0 0 39 -5 自然 主1加 5:05 5:15 a 15 870 150 820 1 3662 8 ~ー0 前期破水 0,3L.投与 会陰切開 LDR圭 :
U4 29 0 0 39 -4 自然 3:0 23カ0 23カ8 20 8 720 90 810 1 2926 9 10 鞍弱陣A 余技切尻 血圧分娩牡65/2BrnrTJltに下拝ショック状態 ヴイナンDの1液
uS 35 0 0 39 4 自然 7:00 14:45 15:l 8 ll 950 100 1050 1. 3050 9 9 G8S(+)前期放水にて入院(アトニン使用)弛漢出血(Tトニン.メテナリン使用)
U8 22 3 0 39 5 自然 2:90 16:17 18二25 14 25 260 25 285 2 2968 9 9 R脈頬回 L_DR圭､金魚切阿
U7 35 4 2 39. 3 自然 5.bo 7カ3 7:13 2 13 500 4tI 540 ー 3022 9 10 弛桂出血 アト二ン0使用
U8 24 0 0 39 0_ 自然 3:0_O 13:30 13:39 10 39 215 40 255 ■2 2052 9 10 催出生体I児 催血7*によt)小児科に入院
U? 23 0 _0 40 1 自然 21:40 6こ49､ 6:56 9､ _18 1-240 95 1355 2 3058 8 10 PT期破水 弛珪出血(アトニン.メテナリン任用)
~U10 32 1 1 39 ト~ 自然 1:0__7:21 7:26 a 26 110 90 200 1 3386 9 10 金枝裂dl正圧ナ-トLDR圭
_vt~- 28 2 1 -40 0- 自然 14が 20:53 皇1:01 7 1 520 550 1070 2 3196 8 -10 分娩鏡丁改.子吉鵬 不良.ttl血多く.子吉双手圧迫.メテナI}ン1Af,注.アトニン05JI位圧注する 類書裂4F金持裂dFZd:2-やI{イクリルで社台
V2 29 1 ･1 39 こ5 自然 14の0~18カ6L 刊,:14 2~ 13 2`31 90 321 1 2768 9 一〇 誘発分娩にて.Tトニン05Jt仕TA+ブドウtL5OOd任用.会陰衷4l丘 2-J{イクリルでB含.
V3 22 0 0 L39 3 自然 4:00 20:OB 20:13 16 13 250 375 625 2 2804 10 10 分娩進行中38℃台の先払あLJ.分娩特7枚出血多くメテナリン1AML注する.会抜荘重東京Ⅱ丘.2-OJ{イクlJルで8台
V4 29 1 1 39 4 自然 17:30(9日) 4:16(20日) 4:25 10 55 320 125 445 2 3336 9 10 分娩輯7枚.流れる出血あり.丁トニン05■位ボトル注すち 食性衷illJlで2-勺バイJクリルでB合.2時間dL出血JL90tで多く.30分ほど様子を見た扱け圭する
VSI 26 1 ~0 39 1 自然 ll:(め '1~6.i4 18-A.50 5 50 630 60 690 2 2990 9- 10 前期ヰ水にて､仲南せず.横井分娩する.アトニンOSJr位1A+ブドウ*500mI故用.班未申､胎児心音低下するが.回4良く牡Ji分娩する.会F&切PIZi行し 2-■J{イクリルで多針吐合する.
V6 34 I 1 37 1 自然 16:30 20:5i 21:(氾･4 3b i80 -70 450 1 2826 9 0ー 金榛東dFJZlにて2-やJ{イクIJルで4台.
VT 33 1 1 38 8 自然 -23:(刀(E3) 6:45(4日) 6.52 7 52 147 70 217 1 3444 9 10 会Fi裂ilⅡ丘にて2-4バイクリルで社台.子吉収JB促iIのためメテナリン1Aボトル注
-VB 32 2 2 38 =2 自然 5:30 1:45 10:54 5 24 167 185 352 I 3180 9 0ー 余技裂4Ed:にて21II{イクリルでfL含.胎Jl娩出&.充血あり.メテナリン1Af注すち.1時間4L1100時mdL7Sfで出血事く3時間IまでfI子をJLる 血圧分娩時よL)書く.低温見て
V9 35 3 3 39 5 自然 22:0(11日) 1:08(2日) 1:24 3 24 200 140 340 2 3194 9 9 1時m牡にて出血100■あり.7'トニシ05Jr位ボトル注する.2時mtにおいて.兄姉経書あLJ.朝まで群生児玉で稚子をIL有する..
V10 30 0 0 41 5 良 15:00(7日) 4ー:51(18日) 14:57 23 57 290. 60 350 1_ 3284 8 10 予定日瓜連によL)妖光分娩すち.ブロスタE2色.ブロスタグランジイン2ATトニンにより放先する.虫Fi切肝拭行する.
W2 26 2 1 40 1 自然 23:30 7コ04 7:17 7- 47 450 505 960 1 3990 9 9 弛吐出血のため丁トニン05E
W3 38 1 ･1 37 4 自然 10仰 18カ3 18:10 8 10 330 380 7ー0 1 2780 8 10 巾村破水 回汝Jt7R
W4 27 1 1 39 .1 自然 23の0 5:59 8:08 7 8 170 355 525 1 8 9
W5 22 I 1 40 -1 自 23:30 3:31- 3:44 3 14 400 520. 920 1 3485 8 9 回汝Jt* 弛牡出血 卵扶iI秩
-W丁 25 0-_.0 39 5 自転 18:00 16:17 18:29 22 29 120 240 360 1 3510 9 0ー *労ti鞍田仲A 拝■強化
W8 31 0 0 37 0 良 20:15 22:48 22:51 2 38 100 145 245 2 3055 10 一〇 統合失JZI症合併妊aA 切迫早丘の旺往あtJ
W9 27 0 0 40 6 自然 22カ0 8:53 9:05 ll 5 180 300 480 2 2985 10 10
W10 35 3 2 41 0自然 21血 t:44 1:52 4 52 30 1ー5 145 1 3075 19 10.
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資料 1-2 継続事例概要
学生 年齢 既往妊娠 分 既往妊娠 在胎 在由 分娩 分娩罷 児娩出 胎生娩 分娩所要 (分) 出也t 2時間後 total 児の 児の Apt Ap5 ~ 特妃事】I .
A4 35 0 0 37 5 自然 -0:50 a:4B 9カ0 8 10 740 45 785 1 2558 9 10 継続 立ち■会い希望なしカンガノレ-ケア
82 28 010 一40 1 自然 5:30 22:42 22:50 17 20 539 49~ 588 2 3350 9 _9 前期破水.ブロスタルモンFにて既発.妊姐高血圧症鉄幹丘状出現し､時圭にて正常分娩.弛珪出血.頚座裂iltE度.
C4_ 23 0-0 39 3 自由 1:0 12:29 12:35 35 35 372 80 432 1 3324 Bp 9 感染症疑いにて児くベースに4日収継続 夫立ち会い 力ンガJレ-ケア
D10. 23 ◆0 -0 40 3 自琴 _20:30 12:29 12:34 16 4 124 120 ° 244 2 2928 9 10 会陰裂4Ⅱ丘 多針立ち会い
E4 31 1 1 39 1 自然 22:【氾 15:47 15:55 17 55 109 30 239 2~_. 2648 .8 9 立会 妊池井血あり345aHb9.4/d 金片裂4Ⅱ正 金珪色合 不当計Jt件1児
G7 27 0 0 39 ■+ 自然 3:30 16.21 16こ23 13 57 880 180 860 1 3046 -:9 9
H8. 27 -0 0 39 ′2 自然 6:00 -8:51 8:58 26 58 764 55 1819 1 2342 8. 10 巻絡1回(現辞)分娩立証 不安の増強 出血多I アトニン.憩兼投与
Ⅰ5~- 23p0 0 38 ~3~ 自汰 22=0 -3:37 3:44 5 44 149- 40 189 -2-- 2366 .9~ 10 低由生休I児
K5 23 2 1 40 0 自然 0:02:30 2:34 2 ' 34 95 5 一oo 1 3114 8- 9 暮掩軒 gt部を絡1回
M9 20 0 0 一0 3 自然 23:30 ~14:42 14:55 15 25 580 140 720 I 3330 8 9 羊水過少(母体高血圧性向)挿痛快発 疲労性敬弔Pl浦 P痛促進 胎児胎盤捷能不全 弛捷出血 蛙壁裂il 全株裂dFⅡ度
N6 37 1 0 40 ~2 自然 10:30 6:33 6:56 20- 20 525- J370 895 2/. 3542 9÷ 9 会陰裂甘Ⅰ丘 弛捷出血-
06 31 0 0 4■0 ~0 自然 20:(カ 5:28 5:38 _~9 38 490 55 545 1 3228 9' 10 前期破水 会陰裂iLⅡ度 アト=ン.メテナリン使用
Q8~ 31 ~0 I.0 41~ 1_ 自然 .5:00_(31日) 2:14 2:25 ■21 25 ~550ハ 45 595 1､ 3195 9二 9 Ⅱ皮会陰裂斗 弛嫌出血 -
S6 28 0 0 38 6 台車 820､ 15:35 15:13 7 23 265 130 i75 1-. 2505 9 10 会娃裂4Ⅰ丘.Jtイクリル3.0〉(1巻きで社台
T5 29 0 0_ 39- 1 自然 甲:め 7149 7:58 8 58 150 45 195 1 3112 9' 10
W9 27 0 0 40 ○ 自然 22:【拍 8:53 9:05 ll 5 180 300 480 ･2 ･2985 10 10





1例 _ 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生 1.21:土 ､ 1.15=ヒ 1.45:± 1.76± 1.82± 1.85士 2± 2.15± 2.24土 ~2.14±0.631 0.587 0.671 0.539 0.501 0.587 0.447 0.489 0.436 0.535
指導者 1.37二と 1.37=ヒ 1.57:± 2=ヒ 1.85=± 1ー95:±- 2.2± 2.2± 2.48± 2.17±
表2分娩の開始を診断できる｡学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 - -5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生 1.29± 1.13± 1.53:± 1.6± 1.93± 1.93± 2.24± 2.31± 2.13:± 2.18±0ー61 0.64 0.624 0.632 0.475 0.704 0_562 0.63 0.5 0.603
指毎春 1.64± 1.42± 1.69土 p 1.77± 2.17=ヒ -2.07士 .2.35± ■2.36:土 2.4± - 2.7±
表3内診によって会陰.腹､子宮口の状態.先進部の種類と回旋および下降度､胎胞の存否等の判断ができる
(旧評価表においてl*3)※の項目または4)の項目)学生と指導者の評価
1例 ~2例 3例 4例 ~5例 6例 L 7例 _ 8例 9例 10例
学生 0.89± 1.05± 1.14± 1.33± 1.59± 1.6± 1.76± 1.9士 1.9士 2.07±0ー315 0.394 0.71 0.577 0.503 0.503 0.436 0.447 0.301 0.475
-指導者 1± 1.25± 1.33± 1_57=ヒ 1.67± 1.8土 1.9土 ■ 1.95=ヒ 2.19± 2.23±
表4分娩進行に関する情報を統合し､分娩進行状況をアセスメントできる
(旧評価表においては3)の項目)学生と指導者の評価
1例 2例 -3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生 1士 1.2± 1.23± 1.38± 1.73士 1.75:± 1.57土 1.85士 1.81± 2土0.471 0,523 0.612 0.59 0.456 0.55 0.507 0.489 0.402 0.555
指導者 1.32± 1_32土 1.3± 1.71± 1.86± 1.8:± 1.67土 1.9± 2.14± 2.15土
表5産婦が分娩進行にともなう変化に適応できるように安糞への援助ができる
(lE]評価表においては4)､5)のうち高い評価を選択)学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 ～ 7例 8例 9例 10例
学生 1.37:± -1.53± 1ー64± 1.86± 1.86± 1.9± 2.05=± 2.3土 2.48± 2.57±0.496 0.513 0.581 0.359 0.351 0.447 0.59 0.571 0.512 0.514
指導者 1.47± 1.75± 1.81± 1.95± 2± 2.05士 2.33± 2.35土 2.6士 2.64:±0.513 0.444 0.512 0.498 0.447 0.51 0.577 0.489 0.503- 0.497
表6分娩室の環境整備.分娩台の準備･必要物晶の準備､配置､整備ができる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 p :4例 5例 6例 7例 ･8例 9例 10例
学生 1.6± 1.47± 1.77±- 1.9± 2.2± 2.05± -2.14土 2.1士 2.5土 2.57士0.681 0.612 0.752 0.7 0.696 0.669 0.793 0.7 0.598 0.852
_~指導者 1.8± 1.61± 2± ′ 2.19± 2.33± 2.1± 2.29± 2.25士 2.64± 2.64±
表7準備に要する時間を考慮して､産婦の分娩室への移重､準備開始の時期の判断ができる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生 1.05=ヒ 1_05± 1.45土 1.43± 1.85士 1.6± 1.67± 1.95土 2± 2土0.605 0.524 0.8 0.676 0.489 0.681 0.577 0.498 0.707 0.392
指導者 1.32± 1.41=ヒ 1.55± 1.62± 2.05土 1.85± 1.94± 2.05土 2.19土 2.29±
表8産婦の体位に配慮し､声かけをしながら､分娩台の操作､調節ができる学生と指串者の評価
学生 1.5±- 1.65± 1.73± 1.95± 2.24士 2.1± 2.43± - 2.33土 2.5土 2.57±0.673 0.671 0.703 0.498 0.539 0.7 0.507 0.658 0.598 0.514
指導者 1.62± 1.7士 1.86士 1.95± ~ 2.29± 2.14士 2.38土 2.35± 2.55士 2.64土 .
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表9膜耽充満の有無の概寮や､必要時尋尿等の援助が適切に行える 学生と指導者の評価
~1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生:-1± 1.18± 1.06± .1.43± 1.61± 1.81± 1.89± -. 1.72± 2_05=ヒ ､2±0.745 0.636 0.639 0.676 0.608 0.655 0.471 0.669 0.621 0.471
指導者 1.28± - 1.43± -1.5± . 1.62± ;1.78:± 2± 1.88± 1_88± 2.22± 2.2±
表10産婦に目的を説明し.外陰消毒を適切な方法(温度､順序.範囲)で施行できる 学生と指導者の評価
学生 1.45±.- 1.44± 1.76± 2± 2.35± -2.19±- 2.33± 2.65± 2.7± 2.71±0.826 0.705 0.831 0.949 -0.587p/ 0ー814 0.796 0.489 0.733 0.6日
指導者 -1.6ー± 二 1.74± 1.95± 2.05± 2.55± -2.35± - 2_48± - 2.58± 2.81± 2_57±
表11手洗いやガウンテクニックを正しい方法で行うことができる 学生と指導者の評価
･1例 2例 3例 4例 5例 - 6例 7例 8例 9例 10例
学生 1.91± -2.1± 1.91± 2.14± 2.57± 2.52± 2.76± 2.81± 2.86± 2.83±
0_868 0.718 0_868 0.655 0.507 0.512 0.436 0.512 0.359. 0.577
指導者 1.95± 2.25± 2.18± 2.24±_ 2.71±- 2.7=ヒ - 2.81± 2.9± 2.86± 2.77±
表12清潔･不潔を理解し清潔野が作成できる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 _8例 9例 10例
学生 1.55±. 1.7±.. 1.68± 1.81± 2± 2± 2.29± 2.62± 2.43± 2.57±
0.739 0.865 0.646 0.602 0.707 ､ 0.795 0.644 - 0.669 0.8日 0.938
措辞壷 1.67± 2.1± - 1.86士 2.09土 2.24+_ 2.3± 2.62± 2.65± 2.5± 2.71±
表13器具類を使いやすいように配置できる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
0_666 0.686 0.684 0.562 0.577- 0ー59 0ー854 0.598 0_8 - 0ー929
表14分娩進行状態､胎児心音に留意しながらできる学生と指導者の評価
0.575 0.553 0.767 ~ 0.5ー2 0.402~ 0.512 0.655 0.54i 0.575 ■ 0.663
指導者 1.14± 1.28± 1.55± 1.59± 1.95± 1.8± 1.95± 2.05± 2.23± 2.29±
表15適切な手技で人工破膜を行うことができる学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生 1±0 1.5± . 1.25± 1ー8± -. 1.2± 0.8±､ 1_33± 1.67± 1.67± 2.5±0.707 0_707 0.837 L 1_095 0.837 1.155 0ー577 0.816 0.707
甲 者 1.5±0707 1±0-I. 1-5± p0_756 1.6±1.142±1 1.5±291 2±0 1.67±057 2±0 2ー5±0.707
表16破水時.児心音聴取と羊水の量.性状の概寮をすることができる学生と指導者の評価
0.738 0.447 1.044 : 0.52T _0.64 _ 0.718. 0.505ー 0.518 0.492 ~10.744_
指尊者 1.4± 1.38± 1.54± 1_55± 1.94± ~_2± 2_45± 2.25± 2_5±~ 2.63±
表17旺門保護を適切な時期に開始､有効に行える 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
0.671 0.502 0.658 0.68- 0.539 0.573 0.59 0.483 0.831 0.66
指導者 1.64± 1.53± 1.54± 2±0.447 1.95±- 1.9±- 2.19± 2.52± 2.41± 2.62+_
表18排塩状態を判断し､時刻の確認､報告ができる 学生と指導者の評価
-1例 2例 - 3例 -.-4例 5例- 6例 7例 8例 9ー例 .I 10例
0.616__ 0.834 0.671 0.733_. 0.539 0.761 0.664 0.524 0.603
指導者 1.1± 1.38± -一.73± 1.52± 1.84± 1.95± 2.29± 2.25± 2.16土 . 2.23±
表19発露状態を判断し､時刻の確認､報告ができる学生と指導者の評価
_1例__ .2例 _3例, _4例､ _5例 ■ 6例 7例 8例 9例 10例
学生 0.76± 1.4±0.911.35±- 1.64± 1.67± 1.68± p.2.17± 2.11± 2.17± 2±0.5550.625- 0.754 0.953 0.658 0.749 - 0.707 0.676 0.618
指導盲.1.05± 1.5± 1.53± 1.68± 1.8±1 1.95± 2.22± 2.35± 2.22± 2.14±
表20適切な時期に会陰保護を開始できる 学生と指導者の評価
-1例 _2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例_. 10例
_学生 1.14± 1.42± 1.4士 . 1.43± - 1.76± 1.95± 1.81± 2.14± 2.19± 2.14±0.468 0.692一 0.717 0.676 0.436. 0.605 0.68 0.478 0.814 0.535
指導者 一.45± 1.63± 一.44± 1.62± 1.86± 2.05± 2± 2.24± 2.43± 2.5±0.671 0.i97 0.602 0.669 0.359 0.51 0.707 0.539 0.746 0.519
表21会陰保護の手指を適切な位置に当てることができる 学生と指導者の評価
1例_ 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生..一.27士. 1.37± 1.71± 1.38± 1.76± 1.8± 1.95±. 2.05± 2.25± 2.5±0.55 0.597 0.605 0.865 0.625 0.616 0.759 0.74 0.716 0.519
指導壷 .1.36± 1.63± 1.81± 1.8± 1.95± 2.05± 2.2士 .一 2.24±0.72.33± 2.5±0.65
表22無理のない姿勢で会陰保護ができる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 ･7例 8例 9例 10例
学生1- 1.41± 1.53土 .1.55± -1.67± .2.05± -.2.1± 2.29± 2.24士 .2.55± 2.71±
0.503- 0.513､ 0.7ー6 0.9ー3 0.59 0.641 0.784 0.625 0.596 0.469■
指導者 1.64± 1.63±. 1.85± 1.9± 2.14± -2.35± 2.38± 2.29± 2.5± 2.79±
表23陣痛の状態に合わせ効果的に努責させることができる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生 0.77± -0.94± 1.75± - 1.1± 1.37± 1.26± 1.53± 1.76± 1.79± 2±
0.528 0.748-㌔ 0.459､ 0.553_- 0.684 0.653 0.612 0.664 0.535 0.408
指導者 0.91± 1.12±0.61.9± 1.44± 1.63± 1.67± 1.79± .1.94± 2±0.577 2.15±
表24後預結節が恥骨弓下を滑脱するまで昆位を保つことができる学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4側 5例 . 6例 7例 ~ 8例 9例 10例
学生. 0.91± 1.13± 1.11± 1.27± 1.52± 1.6± 1.71± 1.9± _ 2± 2.21±526_. 0342 _ 0561 0631 068 0598 0644 0625 0.548 0426
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表25左手で児頭の娩出の速度を調節できる学生と指導者の評価
0.588 0.471- 0.539 0ー588 0.59 0.671 0.796 0.669 0.573 0.514
表26腹圧の調節､短息呼吸の声かけを適切に行うことができる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生 0.86± 0.89±__1.24± 一､23土 .1.52± _二1.42±__ 1.67± 1_86±_ 2± _ 2.07j=.
0.655 0.583- 0.625 ~0.612 .■ 0.75 0.607 . 0.73 0.727■ 0.775 0.73
表27側頭結節の滑脱介助ができる学生と指導者の評価
1例 . 2例 3例 _ 4例 .5例 .6例 7例 _8例 _ 9例 10例
学生 0.91± 1:± 1.29±ー 1_32± 1.52± 一.7± - 1.75± 2± 1_95± - 2.29±
0.426 0.365 0.644 0.646 0ー873 0ー657 0_91J 0.548 0.74 0.469
指導者 1.05± 1_25± 1.63± 1.52± 一1.8± -1.85± -1.9± 2.05+_ I2_24±- 2.21±
表28第3回旋終了後､顔面(鼻孔･ロ周囲)を清拭できる 学生と指導者の評価
･1例一一 2例 . 3例 4例 p 5例 6例 -7例 8例 - Lg例 10例 ー
0.813 0.943∴_0.759~ 0.995p 0.686 0.758~ 1.117 0.813 1.056 0.855
表29巻緒の有無の確認ができる学生と指導者の評価
0.999 _ 0.907 0.669 0.889 0.75 0.503 0ー91 0ー902 0.75 0.426
指導者 1_48± _ 1_94± 2.2± ､2± 1.9± 2.45± 2.38± 2.2± 2ー67± 2.86=ヒ
表30所帯巻絡時.所帯巻格の解除(きつい場合は切断処置)ができる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 ~6例 7例 8例 -9例 10例
学生 oー4-i 1.25± - o二8± 0.89± 1.67± - 1.33± 二1.33± 1.63± 0.86± 2.2±
0.548 0.5 0ー837- 0.782. 0.577 0.ー2ー1 0.816 - 0.916 0.9 0.447
指導者 ■0.67± ~ 1.25± .ー 1.25±~ 1.25± 1.67± 1.6±1.14 1.56± _1.88士 .2±ー 2±0
表31前･後在肩甲の娩出を適切lこ行える 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
0.785 0.68 0.553 .0.752 0.973 ㌔0.612 0.811 0.87 ■ 0ー512 0.679
指導者 1.14± 1.24±~ 1.4=ヒ 1.57土 . 1_43± 1.61± 一.67± 1.67± _.2±0.447.2.07±
表32保護綿を適切に処理できる学生と指導者の評価
学生 0.85± 1.18±ー 1.33± 1.15± ､-1.14±: I.5± 1.57± 1.76± 1.71± 2.17±
0.671 0.728 0.913 0_745 0ー854 0.761 0.87 0.831 0.902 0.835




1例 . 2例 . 3例 ､ 4例 ~ 5例 6例 . 7例 . 8例 _ 9例 10例 ~
,指導者 1.19±- 1.41± - 1.47± 1.43± 1.81:と 1.74±一丁 2土 1.95± 2.38± 2.21±
表34出生時刻を確認できる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 . 6例 7例 8例 9例 . 10例
表35適切に気道確保できる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 . 6例 7例 8例 9例 10例
学生 ∴0.77± 1± 1.08± - 1.18± 1.67±: 2±0 1.69± 1.8士 1.75士､ 2± ●
指導者 0.85± 1.17± 1.25± 1.45こと 1.8±. 2± 1.92± 2.22± 2.25:± 2.2±
表36出生1･5分後の77'が-スコ7の採点ができる 学生と指導者の評価
学生 1.22±一一∴ 1.29±_ 1.38士 1.38±.. 1.62± _ 2±0.471 2.1± 2.15± 2.36± _ 2.54士0.808 --0.6B6∴､0.865∴ 0.805-L 0.59---- 0.553-- 0.745 -0.658 0,519.
指導者 .1.38土 .､ 1.47:± 1.67±_ 1.57± 1.8± 2.21± 2.15± 2.25土 2.57± 2.46±
0.885 - 0.624-. 0.796∴ 0.746 0.696 0.535- 0.587- 0.4441p 0.507- 0.519
表37第-(第二)標識装着の確認ができる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生∴ 1ー09土 1.43± 1.4± 1ー63± 2± 2.33± 2.63± 2.64± 2.1士 2.75士0.831- 14- 0966 0.916 0.1054 _0816 0518. 0ー505 197. 007■_
表38肢帯の結染.切断を安全に正しく行うことができる 学生と指導者の評価
学生 1.33± ■ 1.61± 1.76± 1.4士.; 2.1± 2.1二と 2.33士. 2.43± 2.45± 2.93土0.577 0.698 0.768 0.883 0.7 0.718 . 0.73 0.746 0.686 0.267
表39所帯の血管数を観察し､止血を確認し､肪処置を行うことができる 学生と指導者の評価
0.768.-I 0.618~ 0.945 -､ 0.1071 0.981~ 0.686.1~0.598- 0.681 0.749 0.599
御 者 1.9±0.7 1.89± 2.15± .2.21± 2_38士`L2.5士 .~■ 2.85土 2.75±~..2.74土 . 2.92土
蓑40児の 盟に配慮しつつ_児の扱察(外蓑音形_分娩損傷.成熟魚侯)の故零を行うことができる 学生と指落着の評価
1例 2例 ~ 3例 . 4例 5例 ~ ~6例 7例 ~J-~8例 ~ 1~9例~ ~10例
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表41児を安全に把持し､新生児係に渡すことができる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
0.8芦8 0.5_35 0.7481tL 0.105 0.513- 0.605 Q.声4g 0.598
指導者.1.58± 2=ヒ 2_19± 2.11± 2.1± 2.58± 2.74± 2_89± 2.74:± 3±0
表42胎盤剥離放侯を確認できる学生と指導者の評価 ､_ー
0.717 0.612 0.746 0.796 0.602 0.669 0.489 0.512 0.685._ 0.469
指導盲 1.5± 1.63± 1.95±‥ 2.05± 1.95± 2.19± 2_4± 2.33± 2.6±ノ 2.79:±
表43胎盤 一定方向に 転させ卵膜が切れないように娩出させることができる 学生と指尊者の評価
Hl例 2例 -3例 4例 _ 5例 - 6例 7例 8例 _9例_ __10例
学生 1.18:± 1.42± 1.62± 1.52± 1.65± 1.67± ≡2ー0± 2.2二と_ 1.95± 2.57±
0.733. 0.769 - 0.74 0_873 0.813 0ー658 - 0_775 0.894 0.844 - 0.646
表44娩出様式､娩出時間の確認をすることができる｡学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生 1.4ー± 1.79± ` 2.19± ~`2± 2.33:± 2.52±~~ 2.62± 1 2.75:± 2.68± ~ 2.79±
0.796 . 0.631. 0ー68 0.949~ 0.577 0.512 0.498 0.444 0.716 0.426
指導者 1.77± Pー 1.95士.㌔2.41± 2.43± 2_52± 2.62± . 2.76± 2.86± 2.68± 3±0
表45胎盤の第一次検査を行い､胎盤､卵隈の残存を確認できる｡学生と指導者の評価
学生 1.4± 1.5± -L 1.82± 1.76士 .,A2.14± 2_24± .2.48± 2.45± 2.52:± 2_57±
0.821 0.707, 0_853 0.831 0.573 0.7 0.68 0_826 0.814 0.938
括尊者 1.53± 一.67士 . 2.25± -2_1±_ 2.38± 2.33± 2.52± 2.52± 2.67± 2.71:±
表46外膝部の消毒･全身清拭･更衣を行うことができる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 ~ 8例 9例 10例 ■
学生 1.71± 2± 2.24:± 2.27士. 2.53± .2.67± 2.71士 . 2.76± 2.82± 2.79=±
0.561 0_667 0.768 _ 0.631 0.612 0.483 0.463 0ー436､ 0.395.. 0.426
指壷盲 _1.9±∴ 2.16± 2_4± 2.52± 2.68± ~2.8ー±~`2.76±- 2.8± 2.82± 2.86±
表47産婦の一般状態の観察､子宮収縮状態の観察､出血量の正確な測定､胎盤計測をすることができる学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 ■ 10例
学生 1.5± 1.65± I.77± 2.14± 2.29± 2.33士 . 2.43± 2.67± 2_86± 2.71±
0.512 0.587 0_612 0.655 0.644 0.483 0.746 0.483 0ー351 0.469
指導者 1.86± I.84± 2.1+_ 2.14+_ 2_43± 2.52± 2.62土 2.75± 2_86± 2.86±
表48子宮収結不良時･その他の異常出血時は適切な処置を行い､医師･スタッフに報告できる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例- 8例 9例 10例
学生 1.27± 1.33± 1.56± 1.78± I.94± 2.16± 2.24± 2.31± 2.4± 2.42±0.594 0.707 0.512 0.647 0ー639 0.501 0.562 0.602 0.598 0.669
指導者 1.5± 1.56± 1.79± 2.06± 2.22± 2.16± 2.31士 2.25± 2.6± 2.64±
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表49分娩室及び産婦周囲の環境を清潔にし.物品の後片づけが速やかにできる 学生と指導者の評価
1例~ 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例- ~9例 10例
学生-_ 1_3± ~ 1.68± :-1.86± ~2.1± 2.14± 2_19± - 2.43± 2.6± 2.59± :2.86±
0ー571 0.749 0.71~ 0.436- 0.655, 0.602-.: 0.676 - 0.503 -0ー666-. 0.363
ー指導者 一.83± - 2± _ 2=ヒ 2.19± 2_43± 2_29± .2.52± 2.89± 2_68± 2.86±
表50産婦をねぎらい､母と新生児との早期の接触を図り､喜びを共有することができる 学生と指導者の評価
0.588. 0.459 0.685'_I- 0ー664 _ 0.512 0.507< 0.561 0.436 0.395.
紺 青 2±0.562 2.05f H 2.5± 2.36f "I2.62± ~ー､2.71± ~ 2.95± 2.85± 2.95± 3±0
表51スタッフに連絡をとり正確に報告できる 学生と指導者の評価
学生 1.29± 1_4± 1_73± 1.77:± 1.9± 1.95± 2± 2.14± - 2.27± 2.29_+0.644 0.598~ 0.703 - 0.612 0ー625 0.669- 0.548_-㌔ 0ー573 0ー55. 0.469
指導者 1_55j= 1.67=ヒ_ 1.95± _1_82土 ,2_15± 1.95± 2.37± 2ー35土 .2.55± 2.5±
表52ケアについてスタッフ･教員と共に振り返り.今後に活かすことができる 学生と指導者の評価
1例 2例 3例 4例 5例 6例 7例 8例 9例 10例
学生 1_55± 2±0.5 2_06±_ 2.23± 2.42± 2.2± 2.2± 2.44± p2.61± 2.58±
0.522~ oー574 0.599 0.515 0.561 0.561 0.512` 0.502 0ー515
表53分娩後の話記録を正確にできる学生と指導者の評価
学生,-125± 1.4± 1.62± 1.75土 -㌔2± 2.1_+ 2.3_+ 2.2ー± 2.29± 2.33±0.577 0ー507 0.59 0.639 0.577 二 0ー553 0_571 0.535 0.644 0.492
表54実習グルー プの他のメンJt-と連携をとりながら援助が行える 学生と指導者の評価
0.719 0.607_ 0ー602 0_539 0.489 0.539 0.535 0.587 0.669 0.497





























































































調査に関する問い合わせ先 <研究代表者> 長野県看護大学 看護学部
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実習場所 :長野県立こども病院総合周産期母子医療センター (第3病棟 ･新生児病棟)
内容 :
1日目 ① 施設のシステムの概要と看護者の役割に関する臨床講義 (2時間程度)










実習場所 :伊那中央病院 4階酉 産科病棟 1階産婦人科外来

















(1)分娩介助実習 :9例以上 (継続事例を含む)の､分娩第 Ⅰ期から第Ⅳ期までの分娩
介助を含む看護を行う｡



















時期 直接介助 間接介助係 ･新生児係
Ⅰ期 分娩第Ⅰ期の看護 .入院時の看護 産婦の分娩準備 新生児受け入れの準備
産婦の診察と経過の判断 手洗い.-.外陰部消毒の介助
Ⅱ期 分娩介助 .産婦の看護 児心音 .陣痛測定産婦の看護 児の出生直後の観察.看護
Ⅲ期 胎盤娩出の介助 . 産婦の看護 児の観察.看護 ■
Ⅳ期 分娩後の看護(観察､清拭､更衣等)､胎盤計測､ 直接介助の援助 母子対面 .家族-の面会
出血量の測定､帰室時の看護 家族-の連絡 新生児室-の申し送り












































実習項目 記録用紙 .提出内容 提出期限
助産所実習 ･病棟 .助産所実習記録用紙 (毎日) ･実習後1週間以内
(前期実習) ･助産所実習記録用紙
周産期センター実習 ･周産期センター実習記録用紙 (No.1.Ⅳ0.2) ･実習後1週間以内
外来 .産科病棟実習 ･病棟 .助産所実習記録用紙 (毎日) ･夷習記録は毎日提出
(前期実習) ･行動計画表 (毎日)アセスメントシートp受け持ち事例の産裾経過および新生児の助産計画をまとめるo ･最終提出は退院後1週間以内1
継続事例実習 ･アセスメントシート ･実習日から1週間以内
(節 .後期実習) ･フェイスシート (妊婦 .裾婦 .新生児) ･家庭訪問の計画は訪問日5日前
妊娠 .分娩 .産婦 .新生児期につい七助産計画 まt.
をまとめる○ i.家庭訪問実習記録時訪問日から
･学生保健内容記録用紙 .アセスメントシート実施した妊婦健康診査と援助内容､および助産計画をまとめる.家庭訪問実習 .アセスメントシート計画と実施をまとめる｡ i週由以内
⑤分娩介助実習 ･アセスメントシート ･分娩介助到達度表､分娩介助事
(後期実習) ･産婦フェイスシー ト､パル トグラム､助産録 例の課題 .目標及びアセスメント





























産科病棟 4階西 産科病棟 . 4階東.産婦人科病棟
産科外来 1階 産婦人科外来 2階 産婦人科外来




























妊娠期 1.妊婦の健康診査と保健指導の展開ができる. A B C p_ ?
Lできるot,
2)柏掛羊よって生ずる変化と生活-の適応状態について診断し､ケ 5 3 1 0
ア計画の立案ができるo
3)妊娠週数に応じた保障街導およびケア計画を実施し､評価するこ 5 3 1 0
とができるo
分 2.分娩進行を診断 .予測し､母子の安全 .安楽を考慮した援助 A B C Dができる{-産婦が分娩の進行に適応し､-主体的な取り組みが維
娩期 持され､満足感が得られるように母子および家族に援助できる.1)産婦の情報を収集し､分娩に及ぼす影響をアセスメント る. 5 3 1 0
2)分娩の開始を診断できる○ 5 3- 1 0
3)分娩進行に関する情報を統合して分娩進行状況をアセスメント 5 3 1 0
し､今後の分娩進行状態を予測し､産婦に説明できるo
4)産婦が分娩進手引羊ともなう変化に適応できるirうに､-安楽-の援 5 3 1 0
助ができるo
5)分娩にともなう胎児-のストレスが増強し】ないように援助でき 5 3-1 0
6~)母子ともに安全.安楽な状態で､児の娩出を介助できるo 16 10 5 0
7)胎児付属物の娩出介助および検査ができるo 5 3. 1 0
8)産後の復胡犬態をアセスメントし､異常を早期発見し､復古を促 5- 3 1 0
進する援助ができるo
9)分娩後､産婦をねぎらい､安静に留意し卑がら､出産体験を振り 5 3 1 0-
返り､産婦の次の課題-の､速やかな移行を援助できるO-
10)医療スタッフとチームワー クをとることができる○~ 5 3 1 0
産 3.新生児を迎えた神婦および家族が新しい生活に適応できるよ A B C Dうに環象や条件を整え､セルフケアに向けて援助することがで
裾期新坐児 きる.
1)裾婦の健康診査に必要な情報を収集し､産樽経過をアセスメント 3 2 1 0
できるo
2)産得経過のアセスメントに基づき､ケア計画が立案できる○ 3 2 1 0
3)計画に基づき､入院中の日常生活上の援助を実施し､評価できる｡ 3 2 1 0
期 してそれぞれの役割が遂行できるように調整できる○
5)新生児が母体外生活に適応できるように､-出生直後の援助が′でき 3､ 2 1■0
るo
6)新生児の健簾状態を判断するための情報を収集し､アセスメント 3 し2 1 0
を行い､新生児の成長発達を促す援助や環境を調整することがで
きるo
7)新生児の養育を行う母親や家族に対して､その個別的ニーズや能 3 2 1 0
力に合わせてセルフケアに向けた援助を行うことができる○
8)実施した援助について､評価できる. 3 2 1 0




評 価 内.- .香 - 評価 I_備考
1 新生児を迎えた祷婦および家族が新 しい生活に適応できるよ うに
環境や条件を整え､セルフケアに向けて援助ができる○
1) 藤森ゐ鹿東轟壷 に必要な情喪を収集 し､~摩祷経過_をナセネメ
㌢ トができるo
~2)-産裾経過めアセ不メン トに基づ き､助産計画立案ができるo




5) 新生児の健康状態を判断す 声ための情報を収集 し､テキスメ二
ン トを行い､新生児の成長発達を促す援助や環境を調整する
ことができるo
6) 新生児の養育を行 う母親や家族に対 して､その個別的ニ｣ズ
や能力に合わせてセルフケア_に向けた援助ができ一る｡
7) 新生児に実施 した援助について評価ができる.
2 助産師の活動の場 としての助産所 とそ の役割について学ぶ○
1) 助産所等における助産師の活動 と地_域に串ける役割が理解で
きる.
2.) 助産師g)業務範囲 と責庄∴なら-びに業務を効果的に遂行す る-
3) 助産業務が行われ る場の時庭 を理解_し∴母子保健サー ビスの
他職種 ._他機関との.調整や連携の必要性が理解でせ るo
3 ハイ リ1スク妊婦 .ハイ リスク新生児の観察 と看護を学ぶ一〇
群､多胎､胎児異常等)■に関する治療 L.管垣を学ぶ○
2) ハイ リスク妊婦 .ハイ リスク新生児に対する看護援助 と
助産師の役割を学ぶこ
3) 妊娠期及び分娩.期の健康管理の必要性を琴識 し~､地域母子保 L
健ー機関 との連携 と果た されるべき周産期ヤ㌢グーの機能 と役
割たつ~いて理解できる○
評盾基準 1. A できる (6点) B 援助があればできる (4点)
C かな りの援助があればできる (2点) D 援助があってもできない (0点)
評価基準 2. 優 27点 良 15点 可 9点




年 月 日 直披介助学生 ( ■)例日 (初･経)
( 例日)
間接介助係 学坐 新生児係 学坐
入 ･入院した産婦に対して立案された計画を､直披介助学封磁 し､.- 同左ができる○
院 産婦-の援助めために､自身のタイムスケジュー ルをた†ることができ
時 る○













介房と協力しつつ記加 ができる○ 5.Apgar S0re判定時刻の報告と確認ができる○8.吸引器の作動確認､分娩監視装置の調整､ゴミ.汚物の処理､リネン











娩第 と協力しつつ行うことができるo を発見した場合､.-すぐに報告することができる占5.諸記録 (助産録.カルテ.母子健東手帳.出生証明書等)を直接介助
Ⅳ′期 学生と協力しつつ行うことができる○_6.-直接介助学生とともに産婦g)帰室準備とオ1)エンテ-シヨン.帰室が 10.分娩時に使用されたイン
できる フアントウオこせこなど､新生児必要物晶の清拭 .補7.分嫉革の後始末 (使用物品の後始末.補充.点検)を直披介助と一緒
A ほぼ一人でできる B 少しの助言があればできる C 助言だけでなく少しの援助が必要である

















分娩介助日 年 月 日 例日( 初 ･ 経産 )






A ほぼ一人でできる B 少しの助言があればできる C 助言だけでなく少しの援助が必要である






氏名 分娩介助 日 年 月 日 例日 (初 ･経産)
項目 評価内容 学 指 備考































項目 評価内容 早 指 備考








胎 盤 娩也 胎盤剥離徴候を確路できる.を一定方向に捻転させ卵膜が切れないように娩出させることができる.
娩出様式､娩出時間の確柊をすることができる.
胎盤の第一次検査を行い､.胎盤､卯膜の残存を確誰できる.
分娩 産 婦 の観 察 と 外陰部の消毒.全身清拭.更衣を行うことができる. J
産婦の一般状態の観察､子宮収縮状態の親類､出血丘の正確な測定､胎盤計







A ほぼ一人でできる B 少,しの助言があればできる C 助言だけでかく少しの援助が必要であら





例歎n応内容 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
項目 分娩介助日/// // / / / / /












































･A はぼて人でできる B 少しの助言があれはできる C 助言だけでなく少しの援助が必･要である




在ー胎週数 ∴ 二週 .㌻ 日 過 .日… 過 .日 週 p.-.El: 準 .早.I/
児娩出時間 .時 喜 分 時 分 時 分 時 分 時 分 :
+2時間 g g g- g - g
児. 性別 .男児 . 女児 男児 -女児 男児 ; 女児 男児 .女児 男児 女児 J:I


































































































































































A病院 4階西 産科病棟 1階産婦人科外来
B病院 4階乗 産婦人科病棟 2階産婦人科外来
l実習時間:原則として8:30-16:00
外来実習で継続事例を決め.妊婦保健指導をスター トする｡




























分娩第Ⅰ期 学生1.78/0.57 指gL看 1.96/0.50
分娩準備 学生1.98/0.73 指導書｣ .ISJO.65_
分娩介助技術 学生1.76/0.73 指斗看 1.94/0.63_




助産 実 習 最終評 価
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四1 ガ妓珊 TTvTFm 例数轟雷花-
L-▼一■-∫
分娩第1期の学生の学び <学びの確信>
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1題君鯨馳 恕菰1t.?脚 点が上礼 ていた･









清 水 嘉 子
(長野県看護大学 看護学部 母性看護学講座 教授)
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